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第一章








　私、高たか垣がき　里り穂ほには生まれた時から一緒に過ごしている幼馴染の男の子がいる。

　家が隣で、生まれた病院も季節も一緒で、親同士も仲がよかったから何もかも初めてがずっと一緒だった。

　彼の名前は小お野の寺でら　修しゅう哉や。女の子のように可愛くて、愛らしい天使のような男の子だ。

　本当に名前を聞かなければ女の子によく間違えられていて、近所でも可愛い子どもと言えば修哉の名前がすぐに出るくらい有名だった。

　その原因はアクセサリーや洋服を手作りする彼の母親の趣味のせいでもあったと思う。女の子らしいヘアアクセサリーや洋服を作っては、私とお揃いで修哉はよく着せられていたからだ。ただ、修哉は可愛い洋服を着せられたり、ヘアアクセサリーをつけるたび怒って拗ねた顔をしていたせいか、写真があまり残っていないのが非常に残念だ。

　まあ、私からすれば、女の私より男の修哉の方が可愛いアクセサリーや洋服が似合い過ぎてしまうので、僅かな自尊心も結構傷ついていたのだけれど。

　でも、それもいい思い出で、大きくなっていくにつれ、修哉は幼い頃の面影はなくなっていき、美少年へと成長していった。

　街に出れば芸能事務所からスカウトの声がかかるし、他校の女子がわざわざ学校に見に来るくらいまで、彼の美貌は有名になっていた。

　あどけない顔は中学生にもなるときりっとした輪郭になり、長い睫毛の目元も凛々しさを増し、切れ長の漆黒の瞳が印象的なイケメンへと成長した。

　そんな彼とは反対に、平凡で何の取柄もなく成長した私。中学に入学してからバスケ部に入った修哉に誘われて、私もマネージャーとして男子バスケ部に入部した。

　マネージャーの仕事に興味はなかったのだけれど、これが始めてみたら思いのほか、私の性格に合っていたらしく、部員たちの身の回りのサポートや練習の手伝いなど、大変だったけれどやりがいを感じていた。

　これが私にとって初めて取柄と言えるものがあると自覚できたのだから、修哉には感謝だ。

　ただ、修哉は「部活動をしていると見に来る女子が気になって部活に集中できないんだ」と愚痴を毎日のようにこぼしていたから、きっとストレスはすごかっただろう。

　だけど、イケメンで身長も高くてスタイルがいい、そしてバスケ部のキャプテンだったら、多少ぶっきらぼうな性格でも、モテて仕方なかったと思う。

　いや、そのクールな感じが、余計に修哉を人気者にしていたのかもしれない。

　正直言うと、私もバスケ部でキャプテンとして部員みんなを引っ張っていく修哉のことはかっこいいと内心、ずっと思っていた。

　昔は女の子みたいだった修哉が、一気に男らしく見えるようになった時期だったと思う。

　でも、修哉がいまさら私を女として見ないし、私もそんな扱いを望んでいない。当時は今みたいに一番仲のいい幼馴染、という立ち位置で安心していた。

　その関係は高校になっても続き、同じ高校に入学してまたバスケ部の部員とマネージャーになった私たち。

　二人の関係は中学生の時から変わらず、最高の幼馴染でキャプテンとマネージャーという関係のまま、高校を卒業した。

　そんな状態だから、私は高校を卒業するまで好きな人はできず、ずっと修哉のそばにいた。修哉も部活ばっかりしていたから女っ気はなく、彼女を一人も作らないまま卒業式を迎えた。

　卒業式の日、最後に思い出いっぱいの体育館を目に焼き付けて帰ろうと体育館に行くと、修哉が一人でバスケのゴール下でリングをぼうっと見上げていた場面に遭遇してしまった。

「修哉……？　何をしているの？」

　私の声にびっくりした顔でこっちを向いた修哉。私だと気付くと、柔らかい笑みを浮かべてくれる。

「もうここに来るのも最後だから、ちょっとしんみりしてた」

「ははっ。私も……。一緒だね」

　お互いに笑いながら一歩ずつ近寄る。改めて彼を見上げると、すっかり手が届かないくらい背が高くなってしまったなあ……としみじみ思った。

　そして、修哉は私を真っ直ぐ見下ろすと、そっと手を伸ばしてくる。

　そのまま引き寄せられた私。それは一瞬の出来事だった。

「今までありがとう、里穂。里穂がずっと一緒にいてくれたから、辛い時も頑張れた」

「えっ、ど、どうしたの、急に……」

　突然のことに驚愕しかなく、身体が硬直して動かない……！　どうして？　私、なんで修哉に抱きしめられているのだろう！

「いや、今までちゃんと礼を言ったことがなかったなと思って。俺、ずっと里穂に甘えていたからさ」

「そ、そんなの……。マネージャーだから当たり前だよ」

「ああ、そうなんだけど……」

　耳もとのすぐそばで聞こえてくる修哉の声は、当たり前だけどちゃんとした男の人の声で低い。身体の芯まで響く、甘い声をしている。

　部員や友達たちに話す声とは全然違う気がするのは気のせいだろうか……。

　いや、そんなことよりも、修哉に抱きしめられている現実の方が信じられない！　こんなこと、十代になってから初めてだ！

　私が驚き固まっているのをわかっていないのか、私を抱きしめたまま修哉は話を続ける。

「里穂がいてくれてよかった。お前は最高の幼馴染だったよ」

「お、幼馴染……。当たり前じゃん！　生まれた時からずっと一緒だったんだから」

「ああ、でも」

　修哉はいったい何を言いたいのだろう！　それを聞くのを我慢出来たらよかったのに、恥ずかしさと混乱が入り混じってしまった私の脳内は、今すぐに修哉から離れなきゃいけない！　という信号を身体に送り、気付いたら両腕に目いっぱい力を込めて彼を突き放していた。

「じゃ、じゃあ私、もう行くね……。なんか、ここにいたら泣いちゃいそうだから！」

「おい、里穂……」

「じゃね、修哉。大学に行っても元気でね！」

　その場の空気に耐えられなくて、修哉の言葉を最後まで聞かずに彼の元から去ってしまった。

　修哉は呼び止めてくれた気もしたけれど、彼に抱きしめられた感触と温もりと匂いが身体に残っているうちはパニックになってしまい、冷静な判断ができなかった。

　家に帰って冷静になると、あれはバスケ部の部員同士でもやる仲間のハグのようなものだったのかもしれない……と、冷静に思うようになり、だんだんと違う恥ずかしさが出てきた私。

「修哉が帰ってきたら、逃げ出したことを謝ろう……」

　一人でそう決心し、隣の家に住んでいる修哉の帰りを待つけれど、一向に帰ってくる気配がない。

　おかしいな、と思い、翌朝、修哉のお母さんに修哉はどこにいるのか話を聞きに行くと「修哉は昨日の夜から、一人暮らしをするアパートの内見に行っているの。京都だけど、そこに親戚がいるから当分は、向こうで暮らすのよ」と言われてしまった。

　まさか、こんなことになるなんて……。修哉と話す機会をなくしちゃった……。

　ここで電話かメールで話をすればよかったのかもしれないけれど、顔を見て謝りたいと思っていた私は、修哉とならすぐに会えると思い、連絡をすることはしなかった。

　そして、待っている間に今度は私が一人暮らしをするアパートの内見や大学準備で忙しくなり始めた。

　気付けば、修哉の顔を見ないまま一か月が過ぎた。修哉は京都の大学に、私は東京の大学へとそのまま進学して、新生活を始めた。

　彼との連絡が取れないまま新生活が始まってしまうことは後悔もあったけれど、新しい生活は新鮮なことばかりで、毎日が刺激的だった。

　だから、修哉のこともどこか遠い思い出のこととなり、彼のことは淡い初恋という綺麗なもので自分の中で終わらせていた。

　時々、幼馴染として恋しくなる時もあるけれど、彼も今は私と同じように新生活を満喫していることだろう。

　きっと、どこに行っても人気者になっているんだろうな。綺麗で素敵な恋人もできているだろうし……。

　そう思うと胸がズキッと痛むけれど、私も私なりに勉強もバイトも、そしてバスケサークルで出会った人との恋愛も楽しんでいた。でも、修哉以上に好きになれる人は現れなかった。

　こんな私でも好意を持ってくれることは嬉しかったから、そんな人なら私も好きになれるだろうと何人かと付き合ってみたけれど、どれも長続きはしなくて、半年もせずにどの恋愛も終わってしまった。

　やっぱり心のどこかで、私の中に修哉への恋心が残っているのだろう。

　それならば、いっそのこと本当に忘れられるまで恋愛はしないようにしよう。

　そう決めてからは、就職活動だけを一心不乱に頑張った。

　希望は広告代理店で、どうせ目指すのなら大手を希望しようと思い、自分なりに精いっぱい就職活動を頑張ったつもりだった。

　だけど、どこも全敗。ひたすらエントリーシートを準備しても、面接まで残れない日々が続く。

　このままじゃ私、就職できないかもしれない……。周りのみんなは次々と内定をもらっているのに、どうして私だけ……と気ばかり焦る。

　お先真っ暗だ……。この先、どうしよう……。そんな不安は的中して、結局私はどこにも採用されないまま、大学を卒業してしまった。

　大学を四年行かせてもらい、そのうえ一人暮らしの費用まで援助してもらった両親に申し訳なくて、実家にも帰れない。

　とにかく働かなきゃ……。生活費のため、卒業後はずっとバイトをしていた居酒屋でそのままバイトを続けた。

　それだけでは生活はできなかったため、昼間にコンビニのバイトをして掛け持ちの生活を始めた。

　大学の友人たちの投稿を見ると、みんな入社式を終え、新入社員のオリエンテーションが始まっている様子をアップしていて、一人取り残された気持ちになる。

「はあ……。みんな、いいな……」

　居酒屋のバイトの帰り道、スマホでみんなの投稿を見ながら帰路につく。もうため息しか出なくて、この生活をいつまで続ければいいのだろうと、焦りばかりが生まれてくる。

　そんな時だった。スマホに一通のメッセージが届き、その名前に懐かしさを覚えた。

「あっ、美み幸ゆきだ」

　メッセージを送ってきたのは、高校時代にバスケ部のマネージャーを一緒にやっていた北きた岡おか　美幸だ。

　美幸は高校を卒業した後、美容師になるために専門学校に行き、そのまま地元の美容院に就職をした。地元を離れた私とは時々、連絡を取り合うけれど、美容師はとてもハードな仕事だから、あまり頻繁ではない。

　そんな美幸からの久しぶりのメッセージは、心が浮かれるような、でも沈んでしまうような複雑な内容だった。

「同窓会……のお知らせ……」

　私がボソッと呟いた後ろのコンビニから、陽気な音楽が流れてきた。日付が変わろうとしているこんな時間には、このあたりは車の音かコンビニの明かりしかない。

　地元を離れた大都会で見る同窓会のお知らせは、虚しさが倍以上になって襲いかかってくる。

　同窓会なのだから、昔のクラスメイトや先生に会えるのは嬉しい。みんな、どんなふうに変わっているのか知りたいし、久しぶりに会いたい気持ちもある。

　でも、バイトの掛け持ちをしている私と新入社員としてキラキラとした新社会人のみんなとでは、あまりにも住んでいる世界が違いすぎるのではないだろうか。

「どうしよう……。欠席……する？」

　自分に問いかけて首を傾げてしまう。そう悩んでいるうちに、美幸から次のメッセージが届いた。

【久しぶりに里穂に会えるね！　めちゃくちゃ楽しみにしてる！】

　高校時代、マネージャーの仕事を共にした美幸にそう言われたら、欠席するなんて言えない……。

「……仕事は適当に誤魔化せば……いいよね」

　もし、仕事の内容を聞かれたら、飲食業と答えてしまおう。うん、きっとそれで大丈夫だ。

　私は自分にそう言い聞かせて、同窓会の誘いに出席をすると返事をした。
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　美幸から、同窓会のために作られたメッセージアプリのグループに招待してもらった。家に帰り、その登録メンバーを見ていたら、懐かしい名前がたくさんあった。

「うわあ、懐かしい……。就職して地方に行っちゃった子もいるんだ。すごいなあ」

　スマホでメンバーのやり取りを見ていたら、就職をして地元を出て行った子たちはみんな他府県で就職したみたい。【こっちは田舎で何もない】や【一人暮らしで寂しい】なんてメッセージを見るけれど、みんな正社員で働いてすごいな……と沈んだ気持ちになってしまう。

「はあ……。ため息しか出ない」

　一人暮らしを始めた時から使っている座椅子に座り、疲れた身体をリラックスさせる。でも、その体はすぐに膠着してしまった。

　その原因は、ある人の名前を発見してしまったから。

「修哉……。修哉も同窓会に来るんだ……」

　私が美幸のメッセージにスタンプを押して返信すると、すぐ下に【修哉】と名乗る人物からスタンプが送られてきた。

　クラスメイトの中で、修哉という名前は幼馴染の小野寺　修哉しかいない……。

　だから、これは間違いなく幼馴染の修哉だ。

「そっか……。修哉も来るんだ……。クラスメイトだから、当たり前だよね」

　頭の中で一気に当時のことがフラッシュバックしてくる。卒業式の時、修哉に抱きしめられた私は逃げるようにその場から離れてしまった。

　あの時、失礼なことをしたと自覚はあったけれど、謝罪ができないまま四年間、離れ離れに過ごしていた私たち。

　また、昔のように仲良く話せるだろうか。いや、その前にまず私は謝罪をしないと。

「修哉と仲良くなるチャンスかもしれない」

　それに、四年も離れていたら、修哉ももっと成長した大人の男になっているだろう。ちゃんと緊張せずに話せるかな。それが心配だ。

　でも、幼馴染の私たちは、最初こそ照れくさくてぎこちないかもしれないけれど、すぐにもとに戻れるはず。離れていた時間よりも共に過ごした時間の方が長いのだから。

「ただ……フリーターっていうのはちょっと恥ずかしいな」

　苦笑いをこぼし、髪を手でクシャッと掴む。同窓会に行くのなら、そろそろトリートメントとかしないとな。

　きっとかっこよくなっている修哉の前に現れても、恥ずかしくない自分でいなきゃ。

　そんなことを思いながら、まずは美容室の予約をした。
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　同窓会の日まで、私の心はずっと複雑だった。逃げ出してしまいたいという気持ちと、美幸や修哉と久しぶりに会いたいという気持ちがずっとこんがらがっていたからだ。

　それに修哉に関しては恋心がまた芽生えてしまうかもしれない……という余計に不安になることを考えてしまい、胸中は複雑だった。

　そんな思いのまま、とうとうやってきた同窓会。

　会場は、美幸が地元を離れたみんなも集まりやすいようにと決めてくれた、渋谷の大きなビルの中に入っているチェーン店の居酒屋だ。

　どのサイトでも料理の評判はいいし、店員の対応もいいと聞く。でも、価格はチェーン店らしくリーズナブルで若者向けの居酒屋。

　私の働いている居酒屋じゃなくて本当によかった……と心の底から安堵した。

「服……おかしくないよね。髪型も大丈夫。よし」

　ビルのトイレにある鏡の前で、自身の最終チェックをする。

　セミロングの髪をハーフアップにシュシュで結び、服装は無難にデニムワンピースにした。これが私の精一杯のおしゃれだ。

　人一倍大きい目は、今日だけはまつ毛をビューラーで上げた。うすくピンクベージュのアイシャドウを塗ってマスカラだけのナチュラルメイクにした。よく友達にすごく目が合うね」と誤解されがちだから、この目はコンプレックスでもある。

「こう見ると、童顔のせいか高校の時からあんまり変わってないな」

　鏡に映る自分に苦笑いをしながらそう呟き、お店へと向かう。十八時に受付開始で現在は五分を過ぎたころだけど、すでに何人か店には集まっていた。

　でも、後姿だけでは誰が友達なのかわからず、恐る恐る店へと近づく私。そんな私に誰かが「里穂！」と声をかけてくれる。

「里穂！　ここだよ！」

「美幸！」

　受付にいた美幸が、私を見つけて手を振って呼んでくれた。全然変わらない私を呼ぶ声に、満面の笑みになって気付いたら彼女に向かって駆け出していた。

「美幸ー！　久しぶり！」

「本当、久しぶり！　でも、里穂、あんまり変わらないね。すぐにわかったよ」

「それ、さっき自分でも鏡を見て思っていたところ！　美幸は変わったね、声を聞かなきゃ気付かなかった」

　その言葉の通り、美幸は高校を卒業したころと比べてぐっと大人っぽくなった。

　幼い顔つきは残っておらず、ナチュラルメイクが清潔さを感じさせ、フレッシュな社会人という言葉がぴったり当てはまる。

　服装がフォーマルなスーツだからそう感じさせるのかもしれない。学生の頃からずっと着ているワンピースのままで来てしまった自分をものすごく恥ずかしく感じた。

「みんな集まりだしてるよ。中に入って待ってて」

「うん、わかった。またあとでゆっくり喋ろうね」

　美幸にそう言い、受付を済ませるとにぎやかな店内へと入っていく。お店の半分が貸し切りになっており、店員に席まで案内されるとそこにはさらに久しぶりに会うクラスメイトと担任の先生が揃っていた。

「おっ、高垣が来た！」

「里穂ー！　久しぶり！」

　卒業以来会っていなかったクラスメイトたちに声をかけられ、心も顔も晴れやかになっていく。「こっちこっち！」元クラスメイトの女子たちに手招きされ、昔話に花を咲かせた。

　そして予定時間の十八時半を回った頃、受付を終えた美幸と男子の受付担当をしてくれたもう一人の同窓会の主催者の高たか野のくんが部屋に入って来た。

「まだ仕事が終わらないから来ていない人がいるけど、あとで来るということなので、先に始めちゃいましょう！」

　美幸の言葉で同窓会はスタートして、担任の先生のくだけた挨拶から始まり、和やかな雰囲気で同窓会は楽しい時間となった。

　ワクワクとどきどきが混じった同窓会は、自分が思っていたよりもずっとネガティブな思考にはならず、みんなで当時のことを思い出しては笑い合い、お酒も進む。

　でも、どこかで気になるのは修哉の存在だ。

「小野寺くん、まだ来ないのかな」

　隣の席に座る美幸がスマホで時間を見ながらぽつりと呟く。美幸は小さくため息をつきながら、私を見る。

「里穂、何も連絡ないの？　幼馴染だったよね、二人って」

「う、うん。幼馴染だけど、今はもう連絡とか取ってないから……それに遅れるって男性側の幹事の高野くんに連絡はあったんでしょ」

「仕事で遅れるとは言ってたみたいなんだけど、このままじゃ一次会終わっちゃうよ。小野寺くん目当ての女子の参加が多いから、みんな内心、まだかなあってソワソワしているだろうね」

「ハハハ……」

　乾いた笑いで返し、レモンチューハイを一口飲む。やっぱり、修哉狙いの子とかいたんだ。

　卒業してからもモテるなんて、さすが修哉だな。

　ソワソワしていたのは、私だけじゃなかったんだ。

　ふうっとため息をつこうとした時、部屋が一気に黄色い歓声に包まれた。

「わあ！　小野寺くん久しぶり！」

　修哉の苗字が聞こえてきて、心臓が爆発しそうなくらい跳ね上がった。顔を強張らせながら振りかえるとそこにはネイビーのスーツを着た、長身の大人の男性が立っていた。

　髪はバスケ部にいた頃の短髪ではなく、サラサラの黒髪のセンター分けで日焼けをしていた肌はすっかり元の肌色に戻っている。でも、変わらないのは長いまつ毛と切れ長の漆黒の瞳の色だ。

　普段は穏やかで柔らかい修哉の目は、試合中になると人が変わったみたいに強く圧のある瞳に変わる。私はその目が大好きだったことを一瞬で思い出した。

「遅くなって悪い。みんな、久しぶり」

　ふわっと笑う修哉の第一声は、優しい声で別人のようだ。もともと喋り方がきついわけじゃなかったけれど、今は社会人のマナーとして相手に悪い印象を与えないように、あえてゆっくり話しているように感じた。

　修哉も大人になったんだなあとぼうっと見つめていると、周りを見渡している修哉の視線がこちらに向く。

　修哉は私に気付くと一瞬、目を見開き驚いたけれど、すぐに目は細められ、手を小さく振ってきた。

「あっ、ははっ……」

　なんだか遠い存在になってしまった気がして昔のように笑いかけられない私は、愛想笑いをしながら、手を振り返す。うん、これくらい幼馴染なんだから、当たり前。というより、こうして変わらず幼馴染として接してくれた修哉に感謝をしなくちゃ。

　それから修哉はクラスメイトの女子に連れられ、私とは離れた席に座った。これでクラス全員が揃い、改めて乾杯をした後、また先ほどのように雑談に戻る。

　私は美幸や周りに座っているクラスメイトたちと話をしながら、大人になった修哉の姿を何度もちらちらと見てしまう。

　気にしないようにしても、やっぱり大人になった修哉はかっこいい。

　小さい頃の面影は一切なくて、これはおばさんたちも自慢の息子だろうなと修哉の両親の誇らしく笑う顔を想像して、ニヤけそうになるのを我慢するのに必死だ。

　またおばさんたちにも会いに、実家に帰ろう。あっ、そういえば実家から荷物が届いていたな。帰ったら久しぶりに電話でもしようかな……。

　グイっと飲み干して空になったレモンチューハイのグラスの水滴をおしぼりで拭きながらコースターの上に置いた時、美幸が立ち上がった気配がした。

　そしてすぐに誰かが隣に座る。美幸にしては大きい影だな……と思って隣を見ると、そこにはさっきまで反対側に座っていた修哉が私の隣に座っていた。

「久しぶり」

　突然隣に現れた幼馴染に、驚愕して声が出ない私。よっぽど私の顔が面白かったのか、修哉は目を丸くした後、吹き出して笑った。

「ふは！　なんって顔してるんだよ」

「い、いや、だって、さっきまであっちで話をしてたから……」

「久しぶりに里穂と話したくなったから、こっちに来た。だめだった？」

「そ、そんなこと、ないけど……。いいの？」

　女の子たちの方を見ると、名残惜しそうに修哉の方を見ている。それに視線もチクチクと痛い……。ああ、絶対に嫉妬されているなあ……と、いくら私でもすぐにわかる。

　この感じは学生時代、修哉とよく行動をともにしていた時によく感じていた視線だからだ。

　当時は、私はただの幼馴染でマネージャーという立ち位置だとわかるとすぐにそういう視線はおさまったけれど、今この場は同窓会で同じ立場だ。

　嫉妬という感情が背中にひしひしと伝わってくる。でも、修哉から移動して話しかけてきてくれたんだ。

　それにここは同窓会で懐かしい話に花を咲かせる場だ。久しぶりの再会だから余計に緊張するけれど、そこはお酒の力を借りて昔のように気軽に話してみよう。

「里穂、今は何をしているんだ？」

　お酒のおかわりを頼もうとした時、修哉から質問をされた。その内容に、心臓はどきー！　という漫画のような音を鳴らせ、私の笑顔が固まる。

「……飲食……関係なの」

「へー、飲食系？　販売促進とか店舗開発？　里穂なら、マーケティングとか合ってそうだよな」

「ハハハ……」

　修哉は私を随分と買い被っていてくれたようで、聞こえがいい肩書きばかり並べてくれる。本当の私は居酒屋とコンビニバイトの掛け持ちなのに。

「わ、私より修哉は何をしているの？　一丁前にスーツなんか着ちゃって……。しかもかなりいいスーツじゃないの？　これ」

　修哉のスーツは、近くで見たら一目でわかるくらい上質な生地で仕立てられたものだった。

　こんないいもの、新入社員が着るようなスーツじゃないと思う。まるで重役のような雰囲気があるもの。

「まあ、俺、そこそこいい会社に勤めているから」

「あっ、そうなんだ」

　修哉、就職活動に成功したんだ。はあ、いいな。修哉自身がそこまで言うのなら、きっと大手企業に勤めているんだろう。私みたいなフリーターとはもう話も合わないんじゃないだろうか。

「……修哉、さっきの場所に戻ってあげなよ。待ってるよ、あの子たち」

　さっきの子たちと盛り上がっていたし、就職に失敗した私と話をして気まずくならないよう、もうこれ以上修哉とは話をしない方がいいと直感で思い、元の席に戻るように促すけれど修哉は席を離れる気はないらしく、動く気配がない。

　それどころか顔を近づけて距離を縮めてきた。

　近い距離にある修哉の端正な顔に見惚れてしまいそうになり、驚いて目を逸らすけれど修哉は離れようとせず「なあ」と私の顔を見て話を続けた。

「実はおばさんから聞いているんだよ、里穂のこと」

「えっ……」

「就職失敗して、バイトを掛け持ちしてるんだろ。おばさんもおじさんもすごく心配していたぞ」

　突然出てきたお母さんのことと、現在の自分のことを話題に出され、動揺したせいで隣に座っていた同級生に思い切りぶつかってしまった。

　慌てて同級生に謝罪をして、修哉の方に顔を戻す。

「し、知って……」

「仕事の話をしたら里穂から言ってくれるかなと思って待ってたけど、言いづらそうだったから」

　申し訳なさそうな表情をして、声も私にしか聞こえないくらいのぎりぎりの大きさで喋ってくれてる。さすが修哉、気遣いができるな……なんて感心している場合じゃない。

　私は恥ずかしくて顔が熱くなっていくのを感じながら、どう返事をしようか考えていると、修哉が先に口を開いた。

「なあ、もし就職する気があるのなら、俺のところに来ないか？」

「はっ？　お、俺のところって……」

「俺も今は東京で暮らして働いているんだ。詳しいことはまた今度。ちょっとでも気になったらここに電話してくれ」

　修哉は笑顔でそう言うと、誰にも見えないように私に連絡先を書いたメモを渡す。

「連絡、待ってる」

　修哉は恥ずかしそうにそう言うと、元バスケ部の部員が集まっている輪の中に向かっていく。私は突然のことに呆気に取られ、修哉の姿を目で追うことしかできなくて、全くうまく話せなかった。

　しかも、話した内容は仕事の心配をされているような感じで……。それに、仕事まで紹介してくれるみたい。

　きっとお母さんに頼まれたんだろうな。はあ……この歳になって情けない……。

「小野寺君とお話、できた？」

　ため息をついたところで美幸が席に戻って来た。私はハハッと笑いながら、ドリンクメニューを手に取り、視線を泳がす。そして、修哉からもらったメモを私はすぐに鞄に入れた。

「小野寺君から、里穂と話したいことがあるから少し時間をくれって事前に言われてたんだ。やっぱり幼馴染って特別な関係だね。小野寺君からそんなこと言われる里穂がうらやましいよ」

　美幸からは羨ましそうにそう言われるけれど、実際は特別な関係とかではなく、多分、私のお母さんに仕事を紹介してくれないか？　と頼まれて声をかけただけだと思う。

　面倒事を押し付けられて、かわいそうな修哉だ……。

「まあ……、また幼馴染として仲良くできたらいいな」

「いいなー！　幼馴染って本当にうらやましい！」

　美幸のその言葉にも笑って返すことしかできない。チラッと修哉の方を見ると、元バスケ部員達と楽しそうに笑い合っている。

「私達もバスケ部の方に行こうよ」

　美幸に誘われ、追加のドリンクをオーダーした後、席を移動した私達。

　それからは修哉たちも交えて、和気あいあいと当時のような騒がしい雰囲気のまま、同窓会は終わった。
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　同窓会から一週間が経った頃、私は修哉と会う約束をして待ち合わせ場所へと向かっていた。

　私の住んでいるアパートの最寄り駅まで車で迎えに来てくれると言ってくれたので、その言葉に甘え、駅前のロータリーに行く。

　仕事終わりの修哉はきっと前のような上質なスーツを着て迎えに来るだろうから、あまりカジュアルになり過ぎないように白シャツにネイビーのパンツという服装にしてきたけれど、変じゃないかな。

　どこまでも卑屈になってしまう自分に嫌気がさすけれど、あの同窓会でみんなと会ってから、さらにひどくなった気がする。

　だって、私のようなフリーターはおらず、みんなちゃんと就職をしているし、就職をしていない人は大学院に行ったり留学予定があったりと、自分の人生を謳歌しているようだった。

　それに比べて自分は……と情けなくなるのは、仕方ないだろう。

　親からすれば、そんな娘を見て修哉に就職の相談をしてしまったのだと思う。修哉にも申し訳ない気持ちでいっぱいだ。

　もし、無理をさせているようなら、自分で職を見つけるから心配しないでとちゃんと言おう。この歳になって幼馴染に迷惑をかけるなんて恥ずかしすぎるもの。

　少し気が重くなるのを感じるけれど、久しぶりに会う初恋の人でもある修哉との二人の食事に浮ついている自分もいる。

　なんて都合のいい考え……またネガティブになりながら、足は待ち合わせ場所のロータリーに到着した。

「えっと……修哉は……」

　すでに待っていると連絡が送られていたので、修哉の姿を探す。すると、黒のスポーツカーの運転席から男性が出てきて、私に向かって手を振り出した。

「里穂、ここ」

「あっ、修哉……！」

　その車の主は修哉で、私の方を向いて笑顔で手招きをしてくれる。そんな表情は昔と変わらないなあなんて思いながら車に近づいてしっかり見てみると、修哉の乗っている車は有名すぎるエンブレムがついたスポーツカーだった。

「……修哉……めちゃくちゃいい車に乗ってるのね」

「えっ、あっああ、仕事上仕方なくな。それより早く乗れよ。レストランの時間に間に合わない」

「レストラン？　予約なんてしてくれたの？」

「ああ、おすすめの店があるんだ。里穂も気に入ってくれると思う」

「修哉のおすすめのお店って……。私、こんな服装だけど大丈夫？」

　修哉は予想通り上質なスーツに品のいいネクタイをしている。だけど、私はファストファッションのお店で買った安い服だ。不安な顔で修哉を見つめると、彼はにこっと柔らかく笑った。

「全然、大丈夫。前のワンピースもよかったけど、そういう服も似合うな」

　修哉に褒められた……。一気に顔が熱くなり、汗も掻いてしまいそうだ。

　あの修哉が車で迎えに来てくれるだけでもこそばゆい気持ちになるのに、おすすめのレストランがあって、しかも予約までしてくれているなんて……。随分と紳士な大人に成長したんだなと感激してしまいそう。

「いろいろありがとう。私、何も考えていなかったから」

「もともと会おうって誘ったのは俺からだからな、気にしないでくれ」

　気遣いの返事に、また修哉らしくない言葉が返ってきて、やっぱりこそばゆい。なんだか別の大人の男性と喋っているみたいだ。

　照れ臭い気持ちを隠しながら、私は修哉の車に乗り込み、彼はシートベルトを締めて車を発進させる。

　運転する姿も想像以上にかっこよくて、本当に別人と一緒にいるみたいだ。

　緊張しながらも車内で同窓会での話題から始まった会話は、たわいない話題でも盛り上がり、あっという間に目的地に着いて、車はコインパーキングに停まった。

「大通りから少し外れた場所にあるんだ。高層ビルの最上階だから、景色もきれいだぞ」

「そんなところを知ってるんだ……。あの修哉がねえ……変な感じ」

「ハハッ、そうだよな。俺も里穂を夜景が見えるレストランに誘うなんて変な感じだ」

　お互い笑いながらそんなやり取りを交わす。話し方は昔と変わらないけれど、動作や仕草は昔のような大雑把な感じは全くなく、スマートな大人の男性でそれがいちいち私にときめきを与えてくる。

　歩く時は歩幅を合わせてくれるし、私を道路沿いに絶対に歩かせない。目線も喋る時はずっと合わせてくれるし、雰囲気も穏やかだ。

　私なんて、返事は居酒屋の接客が身についてしまい、つい大声で返事をすることがあるのに。

　ちょっとしおらしくなった方がいいかな……なんて思ってしまうくらい、修哉の方がずっと余裕のある大人だ。

　修哉が連れて来てくれたレストランは、ホテルの最上階にある高級レストランだった。

　きっとレビューをつければ星満点だろうし、セレブな方たちしか来ないような高級レストラン……しかも個室を予約していて、私はその非現実的な状況にすっかり萎縮してしまっていた。

「しゅ、修哉……私、場違いだよ」

「そうか？　大丈夫だって、スタッフも入店を止めはしなかっただろ」

「そ、そうだけど……」

「せっかく個室でゆっくり食べられるんだ。リラックスして楽しもう」

「う、うん……」

　修哉ってばどうしてこんなに落ち着いているのだろう。すっかり慣れた様子でこの場を楽しんでいて、まるで行きつけの居酒屋みたいにリラックスしている。

　コースを予約してくれていた修哉は私には甘いカクテルを、自分は車を運転するからミネラルウォーターをオーダーしてくれた。

　私の緊張が解けないまま前菜が運ばれてくる。カラフルで見た目もとても綺麗な前菜は、居酒屋なんかではまず見ない、メニュー名さえも知らない料理がピカピカのお皿に上品に並べられている。

　まさか、こんなレストランが行きつけ……？　高級車にも驚いたけれど、修哉ってばいったいどんな仕事をしているのだろう。

　私と同じ歳で就職してまだ社会人一年目なのに、こんな生活をしているなんて……。まさか、犯罪すれすれの危ない仕事に手を出しているんじゃ！

「ふは！　どうした、里穂。さっきから顔が百面相している」

　修哉は笑いを堪えきれず、私を見てそう言った。

　私は自分の百面相に気付き、恥ずかしさのあまり両頬を両手で覆い、俯いてしまう。そして元の表情を取り戻し、修哉に目線を移した。

「修哉、大きな会社に就職したんだね。そうじゃなきゃあんないい車に乗ったり、こんないいレストランで食事になんて行けないもの」

「もしかして、悪い仕事に就いたとでも思った？」

「実は……ちょっと思った。だけど、修哉のことだからそれは絶対にないだろうと思って」

「だから、あんな百面相をしていたんだ」

　そう言われ頷くと、修哉は今度こそ我慢できなかったのか、声を出して笑った。

「安心しろよ。俺の働いている会社はれっきとしたホワイト企業だ。働き方に文句を言うやつは一人もいない」

「そ、そうなんだ」

　それを聞いてホッとした。修哉自身、大変な思いをしているのかと思ったけれど、彼の会社のことを語る表情を見る限り、嘘はついていない。

　それどころか会社の話をし出した途端、さっきまでとは違う生き生きとした顔を見せるから、仕事が好きなのだという思いが、強く伝わってきた。

「仕事の話が出たところで、ちょうどいいな。今日、里穂に会ったら絶対に話そうと思っていたことがあるんだ」

「私に？」

「前も言っただろ？　就職をする気があるのなら、俺のところに来ないか？　正社員として里穂を雇いたい。それに条件を聞いたら絶対にやりがいを感じてくれると思うんだけど」

　目を見開いて、修哉のことを見つめてしまう。本当に私なんかを雇ってくれるのだろうか。しかも正社員として。

　それに、いくら幼馴染とはいえ、ずっと会っていなかった私を簡単に受け入れてくれる会社なんてあるの？　そんなに人手不足な会社なのだろうか。

「あの、すごく嬉しいのだけど、私なんかで大丈夫なの？　その、人事の方とかなんて言ってるの？」

「ああ、それなら大丈夫。俺が推薦するから、即採用間違いなしだ」

「そんな……。ただの社員である修哉にそんな権利があるの？　大丈夫？」

　私が不安げに言うと、修哉はにこっと笑いながら、上着の内ポケットから名刺ケースを取り出した。

「実は私、こういうものです」

　少し演技かかったセリフを言われながら名刺を差し出され、私はそれを両手で受け取る。

　そこには【家庭教師マッチングサイト　五光進学マーケット　代表　小野寺　修哉】と書かれていた。

　家庭教師マッチングサイトというものがあったことにも驚いたけれど、そこに書かれている修哉の名前の肩書に驚愕の声を上げてしまう。

「えっ！　しゅ、修哉ったら自分で会社を立ち上げたの？」

「俺だけじゃなくて、友人と共同出資だけどな。でも、一応、俺が代表ということになってる」

　自信満々に語る修哉の顔はとても爽やかで、仕事がすごくうまくいっているのだと直感した。すごい……まさか、幼馴染の修哉がいつの間にか社長になっていたなんて。

「し、知らなかった……。このこと、同級生のみんなは知ってたの？」

「今でも交流があるバスケ部のやつらは知ってるよ。立ち上げた時、ちょっと話をしたことがあったから。でも、そのせいで社長って肩書きがある俺に媚びてくる人間も増えたんだよな。この前の同窓会の雰囲気でわかっただろ」

　修哉は盛大なため息をつき、うなじを右手で掻いている。私は心当たりがあることを思い出し、苦い顔をしてしまった。

「あー……あの女の子たち？」

「そう、バスケ部の誰かが俺が社長業をやってるってことをちょっと言ってしまったみたいで、それからずっとすっぽんみたいにくっついてきて、すごく面倒くさかった」

「ははっ……。多分、理由はそれだけじゃないと思うけど」

　もともと修哉は顔がよくて運動神経もよくて、人当たりがいい性格ということもあり、学生時代からすごくモテていた。その上、今は社長になっているんだ。女の子たちに狙われるのはしょうがないと思う。

　でも、修哉はそれを喜んでいないみたいだ。

「んっ？　何か言った？」

「ううん、何でもない。まあ、修哉って昔から見た目で判断されることをすごく嫌がってたもんね。女の子っぽい顔をしていた小さい頃とか、舐められるのが嫌で喧嘩っ早い性格をしていたしね」

「よく覚えてるな」

「もちろん、幼馴染なんだから当たり前でしょ。バスケ部でキャプテンをしていた時も、男らしく見られたくてわざと眉毛を濃く書いて試合をしていたことも覚えているし」

「ちょっ……！　そういう黒歴史は忘れろよ！」

「アハハ！　ほかにもたくさんあるよね。本当は虫が苦手なのに友達に怖がっているところを見られたくないから、我慢して蝉取りに参加してたし、筋肉もつきにくいから人一倍努力して、筋トレを頑張っていたことも全部覚えてるよ。そう考えたら、昔から修哉って努力家だったよね。今、社長として成功しているのも納得できる」

　昔話をしている間は苦い顔をしていた修哉だけど、彼を誉める言葉を並べたら途端に表情が柔らかくなった。こんなやり取りも懐かしいな。昔は毎日のようにこんな話をして盛り上がっていたから、気持ちだけは昔に戻ったみたいだ。

　あっ、修哉も喜んでくれている……。それがわかると私の胸の中も温かくなる。

「やっぱり里穂はそう言ってくれるよな、里穂といる時が一番気が楽だよ。会社に里穂がいてくれたらな」

　そう言う彼の顔に、嘘はなさそうだ。だから、気になる。もしかしたら、一緒に会社をやっている人たちとうまくいっていないのかな。

　少し疲れ気味の修哉の表情が気になり、深入りしすぎかなと思ったけど、思い切って聞いてみた。

「同じ会社をやっている人たちとうまくいってないの？」

「そういうわけじゃないよ。在学中に会社を立ち上げてから、ずっと一緒に頑張ってきた仲間だから、心から信頼してる。でも、そういう意味とはまた違う気楽さが里穂と一緒にいればあるんだよな。すごいよな、高校卒業してから会っていないのに、こんな気持ちになれるなんて」

　本当に穏やかな表情で言ってくれるから、本心なのだとすぐにわかった。修哉ってばそんなふうに思ってくれているなんて……。喜びで胸が震えそうだ。

「そんな里穂に話があるんだけど」

　感動していたら、修哉の瞳に力が入り、私をじっと見つめてくる。その強さに心臓がときめきとは違う意味でドキッと跳ね、肩に力が入る。

「同窓会で再会して、今もこうして話をしていても昔と変わらないノリで話ができるし、里穂にならなんだって話せるんだ」

「う、うん……。ありがとう……」

「きっと、里穂がそばにいてくれたら、俺はもっと仕事を頑張れると思うし、やりやすくなると思う。再会してそう思えたんだ」

　喋るたびに修哉の顔が近づいてくる。そして至近距離といえるくらい近くなったところで、修哉が決心をした顔をして口を開いた。

「俺の専属秘書になってみる気はないか？」

「……へっ？　専属……秘書？」

　いきなり修哉の口から出てきた耳慣れない言葉に、瞬きを何回もしてしまう。専属秘書って、修哉専属の秘書になるってこと!?

「ああ、専属秘書。里穂、今はバイトを掛け持ちしているんだろ。バイトが悪いとか言わないけれど、せっかくなら俺のところで正社員として秘書の仕事をやってみないか？」

「修哉って社長なんだよね？」

「そう。だから、社長の専属秘書。悪くない話だろ」

「そ、そんなすごい仕事、私に務まるわけがないよ！」

　滅相もない話に、手も首も両方とも思い切り左右に振ってしまう。でも、修哉の気持ちは真剣みたいで、前のめりになって私を真っ直ぐ見据えたまま口を開いて続きを話し出した。

「そんなことない。里穂はバスケ部でマネージャーをしていた時、いつも周りのサポートは完璧だったし、部員一人一人に忠実に接していて、気遣いも十分だった。俺は、そんな秘書がそばにいてくれたらなってずっと思っていたんだよ」

「でも、部活のマネージャーと秘書じゃ仕事の責任感が全然、違うよ。私にそんな仕事ができるわけがないよ」

「そうか？　俺は里穂の性格は秘書とかそういうサポート系の仕事に向いていると思うけど。おばさんも言ってたぞ。あの子は面倒見のいい子だから、それが役に立つ仕事に就ければいいんだけどって。だから、俺の専属秘書にどうかなって思ったんだ」

　お母さんの名前を出され、ぐっと言葉が詰まってしまう。お母さんもお父さんも私に口うるさく言わないだけで、ずっとバイト生活をしていることを心配してくれているのは、わかっていた。

　だから、こんないい条件の話を蹴るのはかなりもったいないことだろう。だけど、秘書の経験もなければ資格もない私が、幼馴染とはいえ突然、社長の秘書という大役が務まるのだろうか。

「私にはもったいないくらいありがたい話だけど……。やっぱり荷が重すぎるよ。秘書の仕事もしたことがないし、勉強もしたことがないし……」

　すっかり自信がなくなってしまった私は、いい条件だとわかっていてもどうしても悪い方向に考えてしまう。

　ただ、修哉は私がそう言うとわかっていたのか、笑顔を絶やさず話を続けた。

「そのことなら大丈夫だ。俺のスケジュール管理や細かな専門的な仕事は、会社を立ち上げた時から一緒の俺のパートナーがやってくれる。里穂には雑用や来客の応対、その他の手が回らないところを手伝ってほしいんだ」

「お手伝い……？」

「ああ、それこそマネージャーのような仕事だよ。雑用ばかりでしんどい時もあるかもだけど、仕事はきっと楽しいって感じてもらえると思う。それに里穂に来てもらえたら、俺が一番助かるんだ。どうかな？　やってみる気はないか？」

　修哉の口調は柔らかいけれど、顔は必死という言葉がぴったりと当てはまるくらい、私の反応を気にしながら真っ直ぐ見て話をしている。

　そこまで言われたら、断り続けるのも考えてしまう。私でもできるかもしれないって思えるからだ。

　それに、修哉にこんなにも必要とされるのが素直に嬉しい。お母さんに頼まれたことだとしても、私を必要と思ってくれていることを心から喜んでいる。

　だから、経験がない仕事でも、思い切ってやってみようと思えたのかもしれない。

「そこまで言ってもらえるなら……」

「やってくれるか?!」

「う、うん。でも……本当に期待しないでね。私、広告代理店志望だったから、秘書の仕事とか全然勉強してないから」

「へえ、里穂、広告代理店を志望していたのか。初めて聞いたな、そんな話」

「うっ……」

　しまった……。つい、話の流れで自分にとって苦い過去を話題にしてしまった。さっさと話を変えようと思ったけれど、さっきよりさらに前のめりになって修哉が話を聞いてくるものだから、視線が泳いでしまう。

「いろいろ聞かせてくれよ。今まで里穂がどんな生活を送っていたのか知りたい。高校を卒業してから会えてなかったから、実は気になってたんだ」

　修哉が照れながらそう言うものだから、その熱が私にも移ってくる。顔が熱くなり、手にも汗をかいてしまう。でも、嬉しい気持ちだけはずっとあった。

「私も……聞いていい？　大学に入ってからの修哉のこと。私も知りたい」

「もちろん」

　修哉が満面の笑みでそう言うと、お互い今まで会えなかった時間を埋めるように、いろんな話をした。私のあまり中身のない大学生活の話もじっくり聞いてくれたし、就活の失敗談もたくさん聞いてくれた。

　修哉が話してくれた大学生活とは天と地ぐらい格差はあったけれど、それでも私の知らない修哉のことを知れて、心は大満足していた。

　そんな会話の中で、修哉は立ち上げた会社の話もしてくれた。

　私を秘書として入社させてくれる修哉の会社は、小中高の子どもを対象に家庭教師を派遣するマッチング会社だ。

　修哉は大学で教育学部を専攻していて学んでいくうちに、家庭教師のマッチングに興味を持ち、それに意気投合した友人と最初は小さなサイトを立ち上げたらしい。

　学生が運営しているマッチングサイトだからこそ、子どもの気持ちをよく汲み取って家庭教師をマッチングしてくれると口コミで評判になり、サイトを利用する人も増え今はアプリも始めたみたいで、家庭教師のマッチングアプリとサイトでは最も有名な会社になったと聞いた。

　修哉はそんな会社の社長なんだ。なんだか離れている間に随分と住んでいる世界が違う人になってしまったんだなと、話を聞いていてつくづく実感した。

「社員は少ない分、アットホームないい会社だから。里穂もすぐに馴染めるよ」

「うん、ありがとう。本当に……修哉のおかげでバイト生活から抜け出せるよ。役に立てるように、頑張るね！」

「期待してるよ。新入社員さん」

　お互い笑顔でそう言い、その日は解散した。詳しいことはまた改めて連絡をしてくれる。私はまず今月中にバイトを辞めることをバイト先に伝えなきゃ。

　あと、お母さんにも報告しなきゃな。きっかけを作ってくれてありがとうって。

　あっ、それに秘書って肩書がつく仕事に就くのだから、服も揃えよう。今まではラクな服装ばっかりだったから、オフィスで働く服なんてほとんど持ってない。

　私を受け入れてくれた修哉の面目を守るためにも、しっかりしなくちゃ。

　こんなワクワクする気持ちはいつぶりだろう。いや、今まで仕事に対してこんな高揚とした気持ちは持っていなかった。

　しかも、初恋の人、修哉のそばで働けるなんて……。また恋心が復活するとは思わないけれど、それでも幼馴染の力になれることは嬉しい。

「これから頑張ろう……」

　そう独り言で呟いた言葉を、しっかりと胸に刻んだ。







第三章








　修哉と食事をした二週間後、私はコンビニと居酒屋のバイトを辞めた。その間に修哉から、初出勤の前に履歴書を持って会社にきてほしいと連絡があった。

　面接と言う名の顔合わせをするからということで、私、本当に修哉の会社で働くんだ……と日に日に実感がわいてくる。

　修哉が代表を務めている家庭教師の派遣会社、五光進学マーケットを改めてネットで検索をして調べたけれど、派遣会社ではかなり有名で口コミも運営を褒め称える言葉ばかりだ。

　家庭教師はコーチと呼んでおり、登録者数は百人を超えている。進学率も素晴らしく、親切丁寧に対応する運営を支持する書き込みばかりある。

　修哉、すごい会社の代表を務めているんだな。相当、努力をしたんだろうというのが伝わってくる。

　私も、彼の力になれるように頑張ろう。心の底からそう思い二週間を過ごした。

　そして季節は初夏、私はみんなより遅く正社員一年目を迎えることができた。

　修哉の会社【五光進学マーケット】は丸の内にある駅近くの高層ビルのワンフロアにある。丸の内で働くなんて、想像しかしたことなかったから、ちょっと浮かれてしまいそうだ。

　ウキウキする心を隠してビルの中にある【五光進学マーケット】のフロアがある二十階までエレベーターで上がると、ドラマなどでよく見る全面ガラス張りの景色があった。このワンフロアが全部【五光進学マーケット】なのだから、修哉ってば本当にすごい会社の代表をしているんだと、改めて思った。

「うわっ……。綺麗……」

　壮大な景色に圧倒されていると、「高垣さんですか？」と声をかけられる。声のする方向には、眼鏡をかけて髪を後ろにまとめた清潔感のある男性がいた。

「は、はい」

　私が返事をすると、男性は優しそうに微笑みこっちに近づいてくる。

「お待ちしておりました。社長がお待ちです。こちらにどうぞ」

「あっ、五光進学マーケットの方ですか？」

「はい、申し遅れました。私は五光進学マーケットの取締役をしております、佐さ伯えき　誠まことと申します。すでに聞いていらっしゃるかもしれませんが、小野寺社長とは学生時代からの友人で、彼のサポートを任されている者です」

「あなたが……」

　この人は修哉の言っていた、会社を共同出資で立ち上げた仲間だ。そして、修哉が仕事を任せているっていうのもこの人だ。

　年齢は同じくらいのはずなのに、落ち着きと品のある雰囲気にてっきり年上かと思っていた私。

　慌てて頭を下げて自己紹介をした。

「高垣　里穂です。本日はお忙しい中、お時間をありがとうございます。よろしくお願いします！」

「ハハッ。今日は顔合わせなので、もっと気楽にしてください。ここはそんな畏まる雰囲気の会社ではないので。お客様にもアットホームさが人気なんですよ」

　佐伯さんは柔らかい表情と朗らかで明るい声でそう言ってくれた。すごく落ち着きがあって頼もしさを感じる彼を見て、一人慌てている自分が猛烈に恥ずかしくなってきた。

　落ち着かなきゃ……。これくらいちゃんとしなきゃ、修哉の専属秘書なんて務まらないだろう。

「はい、ありがとうございます。でも、今日は私という人間を知ってもらう日なので、ちゃんと挨拶をさせてください」

　背筋を伸ばして、ハッキリとした声で自分の思いを伝えた。フランクに接してもらえるのは嬉しいけれど、私にとっては社会人として第一歩目を踏み出した日だ。

　気持ちよく自分を曝け出したい。

　そんな気持ちが通じたのか、佐伯さんはふっと微笑み、一礼してくれた。

「わかりました。では、こちらもきちんと対応させていただきますね。礼儀正しい方でよかった。教育現場では、とても大切なことの一つですから」

　そう言ってもらいほっと一安心した。どうやら佐伯さんへの第一印象は合格みたいだ。

　そんな彼に社長室まで案内され、ついていく。その間、フロアにいる社員の人たちの様子を佐伯さんが教えてくれた。社員は常に顧客の電話対応をしていたり、オンラインで家庭教師のスケジュールをまとめ、授業内容の確認や問い合わせや面談の対応をしているという。

　お客様からのアポも毎日のようにあるから、私はその対応をしてもらうことになるだろうと教えてもらった。

「あとは社長の身の回りの世話かな。アイツ、仕事に夢中になりすぎてデスクの上も汚いし、整理整頓が本当にへたくそなんだよね」

　くすくすと笑いながら佐伯さんは修哉のことを教えてくれた。修哉のことを話す時は口調や雰囲気が変わり、素の佐伯さんが垣間見えたようだ。

「わかります、修哉……じゃなくて、社長は見た目は綺麗だけど、昔から大雑把で、面倒くさがりな人でしたから。小学校の時なんか、学校から配られるプリントをよく無くして、お母さんに怒られて私が見せましたもん」

「うわあ、簡単に想像つきますね。そういうところは今でも変わらないですよ。仕事に大事なＵＳＢを無くして何度、デスクの上を探したことか」

「えっ、大人になっても変わってないんですか？　それはやばいんじゃ……」

「そう、だから高垣さんが来てくれたら助かるんです。俺の仕事が一つ減るから」

　修哉ってば社長になってもそういうところは変わってないんだ。彼らしいなと思いつつも、なかなか私に託された仕事は大事なんじゃないかと思うと、かなりのプレッシャーだ。

「ここが社長室です」

　佐伯さんと話しているとあっという間に社長室に到着した。

　佐伯さんはドアをノックを三回して「失礼します、高垣さんをお連れしました」と言う。

　修哉の「わかった」という声が返ってくると、ゆっくりとドアを開けた。部屋の奥にデスクがあり、スーツ姿の修哉が頬杖をついている。

　しかも、顔には複雑な表情を浮かべていた。

「お前たちの会話、全部ここまで聞こえていたぞ」

　そして拗ねたようにそう言う。私と佐伯さんは顔を見合わせ、吹き出して笑ってしまった。

「すみません、つい社長の話になると饒舌になってしまって」

「佐伯、お前は日頃の鬱憤を晴らしているだけだろ」

「そう思うなら、自分のことは自分でしてください。全く、高垣さんも面倒な仕事を押し付けられましたね」

「いや、そんな！　雇ってもらえただけで有難いです！」

「この部屋の散らかり具合を見てもそう言えますか」

　佐伯さんの言う通り、部屋を見渡すとデスクの上はファイルが散乱しており、部屋の中央にあるソファとセンターテーブルには修哉のものと思われる鞄と、飲みかけのコーヒーやコンビニの袋が置かれている。

「これでも客が来るから片付けたぞ」

　苦笑いをする私を見て、修哉は少し焦った顔をして弁解をしていた。佐伯さんは、はあっとため息をつき、眼鏡を中指で押さえる。

「これでですか？　幼馴染の方とはいえ面接を実施するのですから、五光進学の恥になるような状況を作らないでください」

「恥は言い過ぎだろ」

「……私、あとで掃除してから帰りますね」

　これは放っておけないと思い、佐伯さんにそう言うと彼はひどく申し訳なさそうな顔をしていた。

「初日からすみません……。とりあえず、面接を始めましょう」

　修哉はこのやり取りに不満そうだったけれど、彼は簡単にソファとテーブルの上を片付けた。その間に私は持参した履歴書を二人に差し出す。

　それから、面接が始まった。私の仕事に対する考え方や意志を目の前に座っている二人が耳を澄ませて聞き、彼らが納得したところで修哉から私が行う業務についての説明が始まった。

　そして、いつから出勤できるかなどのやり取りをした。そこで社員証ももらい、次からはこの社員証を使って会社に来ることになる。

　面接自体は二十分ほどで終わり、佐伯さんは自分の業務に戻るからと社長室を出て行くため立ち上がる。

「では、これからよろしくお願いします。高垣さんと一緒に働ける日を楽しみにしてますね」

「こちらこそよろしくお願いします！　頑張ります！」

　元気いっぱい伝えると、佐伯さんは笑顔をくれ社長室を出て行った。残された私はソファに座っている修哉に向かって、深くお辞儀をする。

「修哉……ううん、社長。本当に雇ってくれてありがとうございます。これから精一杯お力になれるように頑張ります！」

「うん、里穂と一緒に働ける日を待っていた。本当に嬉しいよ」

　そう言った修哉の声は甘くて優しい。意外な彼の言葉と声に私の心臓はどきんと大きく鳴った。

　これは自分の従業員に対して、優しい言葉をかけているだけなのだから、変な勘違いをしちゃダメだ。

「じゃあ、さっき言ったようにお部屋の片づけをしてもいいですか？」

「うん、よろしく。俺は仕事をしてるから気にしないで。終わったら帰ってくれていいから」

「わかりました」

　そんなやり取りをしてから、私は散らかった服を畳み、放置されていたゴミを片付ける。デスクの上は重要な書類がたくさんあるだろうから整理するだけにしたけれど、室内はあまり掃除がされていない。棚にもほこりが溜まっている状態だったから掃除道具を見つけると、まずは掃除を始めた。

　清掃は居酒屋のバイトで常にテーブルの片づけや店内の清掃を行っていたから、得意分野だ。あっという間に掃除を終え、部屋をピカピカにすると、私を真っ直ぐに見つめる視線に気付く。

　その視線の主は修哉で、尊敬の眼差しという言葉がぴったりなキラキラとした瞳で私を見つめていた。

「すごいな……。久しぶりにテキパキと動く里穂を見た」

「そ、そうかな」

「高校時代のマネージャーとして働く里穂を思い出したよ。懐かしいな、部室の片づけとかいつもやってくれてたのを覚えてる」

「みんな、整理整頓が苦手だったからね。特に、修哉……じゃなくて社長も」

「プライベートの話をする時は修哉でいい。佐伯も仕事が終われば俺にため口になるし、呼び捨てになるから」

　にこっと笑う修哉の顔はとても満足そうで、部屋を見渡してご機嫌な表情になった。

　たしかに彼の身の回りの世話をするのは部活でマネージャーをやっていた時以来だ。なんだか懐かしくなって、胸の中があったかい。

「今日は掃除をしてもらったけど、本格的な業務は来週から任せることになる。頑張ってくれ」

「はい！」

　社長として修哉から激励の言葉をもらい、今日は一時間半ほどの滞在で会社を出ることになった。

　ここがフリーターを卒業した私が働く場所になる。こんな立派な会社で働けるなんて、修哉には本当に感謝しかない。

「修哉」

「んっ？」

　私が名前を呼ぶと、修哉は昔の彼に戻ったように軽く返事をする。

「本当にありがとう」

　満面の笑みでお礼を言うと、修哉は目をぱちぱちさせ、ふわっと微笑んだ。

「さっきから何回もお礼を言わなくていいって」

　そんなふうに言いながらも、爽やかに笑う彼の頬は少し赤い。

　私は深く一礼をして「来週からよろしくお願いします」言った後、社長室を出る。フロアを見ると、佐伯さんをはじめ社員の人たちが忙しそうに仕事をしている。

　私もここで働くんだ……。責任感とプレッシャーを感じながら、会社を後にした。
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　そして週明けの月曜日。

　出勤の準備を終えて外に出ると、初夏の暑さを感じた。もう夏が始まるな……。

　毎年、この頃になるとバイトをしていた居酒屋には冷たいビールやハイボールを求めて来るお客さんが多いから、激務だったなあと思い出す。

　でも、今日からはオフィスカジュアルな服を着て、ヒールのパンプスを履いた私だ。新しい自分に新鮮な気持ちを感じながら、会社に向けて歩き出した。

　会社に着き、首にぶら下げている社員証を使用して出入り口のゲートをくぐる。このドラマのような光景に憧れていた私は、すごく感激をして社員証をつい眺めてしまった。

「高垣さん、おはようございます」

　そんな私の背後から男性の声が聞こえてきた。驚いて振り返ると、そこには修哉と佐伯さんが二人で立っている。

　笑顔で私を見る佐伯さん。今の挨拶の声は彼だろう。

「どうした、こんなところで社員証を見つめてぼーっと立って」

　そして修哉に不思議そうに見つめられる。私は苦笑いをしながら社員証から手を離した。

「お、おはようございます。あの、これは……社員証に感動しちゃって……」

「社員証に感動？」

「は、はい。私も社会人になったんだなあと思ったら、感慨深くって」

　そこまで言うと、佐伯さんと修哉が噴き出して笑った。くしゃっと笑う二人の顔は、爽やかな朝にぴったりだ。

　でも、私は一人恥ずかしさを感じているわけで……。案の定、修哉に「里穂は変わったやつだな」と一言言われてしまった。

　そして、その日から【五光進学マーケット】の社員としての私の仕事が始まった。

　私の仕事は修哉の一日のスケジュールを把握し、彼が仕事をしやすい環境を作るのが一番のやるべきことだ。

　それは部屋の掃除から始まり、配属予定の家庭教師の面談やお客様の対応時のセッティングもある。【五光進学マーケット】は最近、進学塾との連携の話も進んでいるようで、その打ち合わせの日程や場所などの細かな連絡なども、全て私か佐伯さんがするようになっている。

　意外と秘書って細かいことが多いんだな……。これが本物の秘書の仕事なら、もっと大変なんだろうなと思うと、資格を取って秘書として働いている人たちのことをこれから尊敬の眼差しで見てしまいそうだ。

　そんな仕事内容を研修期間内に全て確実にこなせるようにならなければいけない私は、無我夢中で頑張った。

　研修期間の三ヶ月が過ぎ、正式に採用された私。そのお祝いに修哉が夕食をご馳走してくれると言うので、私と修哉、そして佐伯さんの三人で高級焼き肉店を訪れた。

　生ビールが入ったジョッキで乾杯をし、それぞれ口に含む。疲れた身体に冷たいビールが美味しい……。

　居酒屋のバイトで美味しそうにビールを飲む客の気持ちが心底わかった。

「研修期間、お疲れ。だいぶ、秘書の仕事も慣れてきて一人でもこなせるようになってきたんじゃないか」

　修哉がジョッキを置きながら、笑顔でそう言ってくれる。私もジョッキを置き、両手を顔の前に出して思い切り左右に振った。

「佐伯さんの丁寧な指導のおかげだよ。最初は右も左もわからなかった私に、親切に教えてくれたから……。本当にありがとうございます」

「高垣さんが一生懸命で真面目だからですよ。俺のおかげではないです」

「それは違います！　本当に佐伯さんの教え方が上手だったから」

「じゃあ高垣さんの飲みこみが早いからだ。あなたが優秀だからですよ」

「そんな……。優秀なのは佐伯さんの方です」

　佐伯さんはいつもこうして私が気持ちよく仕事ができるように、ポジティブになれる言葉をかけてくれる。

　初めての仕事でたくさん緊張する場面はあったけれど、最後までやり遂げることができているのは、佐伯さんのこうしたアドバイスのおかげだ。

「……随分と仲良くなったんだな、佐伯と里穂は」

　私と佐伯さんが話していたら、佐伯さんの隣に座っている修哉が拗ねた顔をして前に座っている私を見ていた。

　その顔にきょとんとする私に、佐伯さんは笑い声をあげる。

「嫉妬か？　小野寺、やきもちなんて妬くんだな」

「えっ、嫉妬？　あっ、ごめん、修哉の友達を取るつもりなんてないから安心して。私は先輩として佐伯さんを尊敬しているだけだから」

　修哉と佐伯さんは学生の時から仕事を共にしているだけあって、絆が深いことはわかっている。その間に私が入ったものだから、修哉が嫌な気持ちになるのは当たり前だろう。

　佐伯さんも修哉も優しいから、図々しい態度を取ってしまったのかもしれない。

「ふは！　そう思うんだ！」

　私の言葉に、さらに佐伯さんは噴き出して笑い、こぶしにした手を口に当てて笑い続ける。修哉はさらに目を見開き、そしてため息をついた。

「まあ、そういうことでいい。それにギスギスした関係を築かれるより、円満に仕事をしてもらった方が作業効率は上がるからな」

「それについては同感だ。どう、高垣さん、社長のお世話は苦じゃないですか？」

　笑うことをやめ、穏やかな表情で佐伯さんは修哉を見た後、私に視線を移す。お世話という単語に笑ってしまいそうになったけれど、部屋の掃除などをしていることを考えるとお世話に近い感覚かもしれない。

「そうですね……仕事自体は慣れましたけれど、社長自身のことが心配です。社長は仕事に夢中になるとロクな食事もとらないですし、睡眠もちゃんとベッドで寝てほしいのにソファで済まそうとします。服もシャツに皺があっても気にしないですし……」

　私がこの研修期間で感じたありのままのことを話すと、修哉は苦い顔をする。

　修哉は社長としての仕事は完璧だけど、部下に任せてもいい仕事も自分の目で確認しないと気が済まないらしく、スケジュール管理以外は全て自分で行っている。

　だから、プライベートも仕事も一緒になっていて、家にあまり帰らず、食事はデリバリーしたもの、服は洗濯できなかったら新しく買い、また皺だらけになったら捨てるということを繰り返している。

　そして一番心配なのは、睡眠だ。家に帰って自宅のベッドでゆっくり眠ってほしいけれど、その欲がないのか、家にはあまり帰らず、社長室のソファで短い睡眠をとった後、すぐに仕事に取り掛かる。

　朝、出勤した時に修哉が着替えもせず、社長室のソファで眠っているところを何回も見たことがある。

　これが私が研修期間の間に見た修哉の生活だ。さすがに見逃せなくて何度も注意はしたけれど「大丈夫、心配するな」というばかりで全然改善されない。

「ああ、たしかに。それは俺もずっと懸念していたところです。幼馴染で女性のあなたがそばにいれば改善されるかなと思いましたが、仕事人間の社長には全く効果はなかったみたいですね」

　二人から責められ、うなじを掻いている修哉は、居心地が悪いのか視線を泳がしている。その姿はまるで母親に怒られている子どものようだ。

「修哉、これから先も仕事を続けたいのなら、健康のためにも絶対に生活の改善は必要だよ」

「そんなことを言われても、家に帰って洗濯とか料理とかに時間を使うのは苦痛なんだ。家に帰るくらいなら会社にいた方がいい」

「それがダメだって言ってるの。休息は必要だよ。誰かいないの？　家のことをしてくれる人」

「他人を家に入れるのはもっと苦痛だな」

「もう、そんなことばっかり言って……」

　母親のように小言を言ってしまうから修哉にうるさい女だと思われているかもしれない。だけど、本当に修哉の身体が心配だから、ここは部下ではなく幼馴染の私としてわかってくれるまで何度も話をするつもりだ。

　そこで佐伯さんがいきなり「そうだ」と言って、前のめりになって私を真っ直ぐ見つめてきた。

「それなら、高垣さんが小野寺の家に行くのは？」

「えっ」

「うん、そうだ。それがいい。小野寺も高垣さんなら嫌じゃないだろ」

　佐伯さんは友人の口調になって修哉にとんでもないことを言いだす。私が修哉の家に行く？　それって仕事の前や後に、修哉の家に行って身の回りの世話をするということ？

　なんてことを言い出すのだろう、この人は！　さすがに修哉もそれは嫌だろうと拒否をすると思い、彼の顔を見る。

　すると、意外なことに修哉は少し期待を含んだような上目遣いで私を見ていた。

「……里穂は？　どう思う？」

「わ、私？」

「ああ、仕事が増えることになるし、プライベートの時間も少なくなるから負担も大きいかもしれない。だけど、その分に見合う報酬は出すからどうだろう」

　えっ、修哉は反対じゃないの？　私は彼の体調が心配だから、そこをフォローさせてくれるのはとても嬉しい。だけど、他人を家に入れるのは苦痛だって言っていたのに……。

「でも……、私、修哉の家に行ってもいいの？」

「里穂なら喜んで」

　にこっと微笑みながら喜んでと言われて、顔も身体も一気に熱くなっていくのを感じる。

　挙動不審な態度を取ってしまいそうになり、バレないようにジョッキを一気に飲んでいると、佐伯さんが腕を組んでから口を開いた。

「それなら、一緒のマンションに住んだ方が効率がいいな」

　また爆弾発言をした佐伯さん。私は飲んでいたビールを吹き出しそうになった。

「えっ、しゅ、修哉……社長と同じマンションに!?　さすがに無理です！　私のお給料では住めませんよ！」

「もちろん住宅手当は出します。いや、どうせなら社長の世話をする代わりに、家賃と光熱費をこちらで払うというのはどうだろう」

「それなら俺の住んでいる一つ下の階の部屋が空いている。部屋数は一つ少ないが、里穂が一人で住むには十分な広さだ」

　なんて展開だろう！　淡々と進む二人の話に、私はジョッキを持ったまま思い切り左手を左右に振り続けた。

「いやいや！　そんな高額すぎます！　だって、絶対社長が住んでいるマンションなんて高級マンションじゃないですか！」

「それくらい社長の身の回りの世話をしてもらうことに、我々は感謝をしているということですよ。ここは素直に受け取ってください」

「遠慮するな、里穂。俺の世話は大変だぞ」

「そんな堂々と言わないで」

　修哉の悪気のない態度に、一気に肩の力が抜けてしまう。そんな私を見て佐伯さんも修哉も上品に笑っていた。

「ハハッ。じゃあ、これで話も纏まりましたね。よかった、これで社長は人並みの生活を送れますね」

「人を動物みたいに言うな。じゃあ、里穂。引っ越す日はできるだけ早めに決めてくれ。こっちもそのつもりで動く」

「あ、ありがとうございます……頑張ります」

　なんだかとんでもないことをなってしまった……。三か月前まではバイトを二つ掛け持ちをしてアパートのワンルーム住んでいた私が、右肩上がりの企業の社員になって高級マンションで住むことになってしまうなんて。

　これも全て修哉のおかげだ。本当、彼には恩を感じるばかりで一生かけても返せそうにないな。

「近くに住むなんて、また幼馴染の頃に戻ったみたいだな」

　そう嬉しそうに言う修哉にときめいてしまう。ああ、やっぱり修哉の笑顔が好きだな。

　そう改めて思った夜だった。
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　それから三年の月日が経った。修哉と再会した時、二十二歳だった私たちは二十五歳になり、その間とても充実した毎日を過ごした。

　修哉の世話を任され、一階下の部屋に引っ越してからは一日中、修哉と過ごしている。

　修哉は朝は弱くないから声をかけたら自分で起きられるけど、案の定スーツの用意も朝食も食べず、洗濯も溜まっていく一方だ。

　それを毎日、私がやるため、出勤の一時間前には一階上に住んでいる修哉の部屋に行き、自宅から持ってきた食材で朝食を作りテーブルに並べ、クリーニングに出しておいたスーツ一式を用意する。

　そして彼のルームウェアやパジャマを洗濯して浴室乾燥機のボタンを押して、家の中を掃除する。

　修哉はそんな私の様子を毎日、朝食を食べながら見ている。最初の頃は彼に見られながら掃除や洗濯をするのは恥ずかしかったけれど、これも仕事だと自分に言い聞かせていた。

「里穂、今日の夕食のメニューは？」

「今日は会食の予定が入ってるよ？」

「残念、里穂の手料理のほうがよかったな」

「もう、社長は社員のやる気を出させるのが上手だね」

「ははっ、本音だよ」

　こんなやり取りも三年間もしていると、自然と言えるようになる。毎日、修哉のためにバランスのいい食事を作りたいという思いから仕事の合間を縫って栄養士の資格も取り、私自身もスキルアップした。

「里穂が作るご飯は美味しいから、毎日の楽しみなんだ」

「それ、いつも言ってくれるね」

「これも本音だからな」

　修哉は私を労う言葉を忘れない。この一言で、毎日気持ちよく仕事ができている。修哉自身も、私が家事を始めてから体調も顔色もよくなったし、家に毎日帰るようになって、リフレッシュできていると言ってくれる。

　だけど、社長として働く修哉の仕事はとてもハードだ。休日に突然、外部との打ち合わせや顧客からの問い合わせが入ることもあるし、受験生や新入生に向けてのキャンペーンのプランを社員と考えたりと、社長である修哉が関わる仕事がほとんどだ。

　仕事に集中するのもいいことだけど、倒れないといいな……と毎日、そんな心配ばかりしている。

「そろそろ出勤の時間だ」

　修哉が立ち上がり、食器をキッチンに持っていく。私も掃除機のスイッチをオフにし、片付けを始めた。

「うん、掃除もちょうど終わった。ちょっと待ってて、これだけ片づけちゃう」

　掃除機を所定の位置に置き、修哉がシンクに運んでいる食器を食器洗浄機に入れ、スイッチを押す。これで朝の私の仕事は終了だ。

「じゃあ、行こっか」

　私は自分のカバンを持ち、修哉と共に家を出る。修哉が車で出勤をするため、私も同乗させてもらっている。助手席に乗り、シートベルトを締めると修哉も運転席に乗り込み、シートベルトを締めた。

「里穂、今日のスケジュールは？」

　修哉は車のエンジンをかけながら、いつもこのタイミングで一日のスケジュールをチェックしてくる。もう日課になっている私は、タブレット端末を出して共有スケジュールを読み上げる。

「午前中はキャンペーンチームの社員と、冬を迎える受験生のために受験対策講座の打ち合わせが入っていて、そのあとは顧客面談です。夕方からは【進学塾タカダ】の塾長と打ち合わせの後、会食が入ってます」

　仕事の話の時は、私は修哉のことを社長と呼ぶし、敬語を使う。当たり前のことだけど、これも慣れるまで少し照れくさいところがあった。

　それは修哉も一緒のようで、照れくさそうにしていたけれど、今では違和感なく話ができるようになった。

　そんな修哉は、今夜の会食に気乗りしないようだ。

「高たか田だ塾長か……。あの人、よく飲むから拘束時間が長いんだよな」

「しょうがないですよ。タカダ塾には家庭教師の派遣の面でもお世話になってますし」

「まあな、これも仕事か」

　全国規模で展開をしている大手の進学塾【タカダ塾】には、所属している優秀な学生の家庭教師を臨時のコーチとしてこちらによく派遣してもらっている。

　その付き合いは【後光進学マーケット】を立ち上げた時からの長い付き合いだから、邪険にするわけにはいかない……と佐伯さんがいつも言っているのを耳にしている。

「大切な取引先ですから。頑張ってください。あと、お酒も弱いんだから無理しないでくださいね」

「そうだな、気を付ける」

　お酒はあまり得意ではない修哉は、さらに苦い顔をしていた。

　そして今日も一日の仕事が始まる。特に大きなトラブルもなく、夕方から打ち合わせに向かう修哉を送った後、自分の残っていた仕事を片付ける。

　今日は定時で上がれそうだな。フロアにある壁時計を見ながら、今夜は何をして過ごそうかと考える私。

　明日は休みだから、夜更かしをして映画を見てもいいかも。夕食は軽めに済ませてポップコーンと缶チューハイでも飲みながら、恋愛系の映画でも見ようかな。

　この三年間、仕事ばかりで恋愛もすっかりご無沙汰になっているから、たまには心に潤いも必要だろう。

　私の初恋だった修哉と毎日一緒に仕事をしているし、家に行って家政婦みたいなこともしているけれど、とてもそんな雰囲気にはならない。

　きっと彼も私のことを恋愛対象として見ていないのだと思う。それはそれで悲しいけれど、仕方ないよね。私は彼の中で幼馴染で仕事のパートナーだ。

　それが私の存在価値だろう。

「よし、今日の仕事は終わり。お先に失礼します」

　パソコンの電源を消して、まだ残っている社員たちに声をかける。佐伯さんも残っていて、こちらを向いて、笑顔で会釈をしてくれた。

　社長の修哉は高田塾長と会食に行っているから、今夜のお仕事はもうない。久しぶりの自由な時間に浮つく気持ちと物足りない気持ちがあって複雑だ。

　三年間も修哉の身の回りの世話をする仕事を続けているんだ。もう、自分の生活の中に修哉が住み着いているんだな。そう考えると、昔よりも濃密な時間を過ごしているのかもしれない。

　でも、せっかく休日前の自由な夜なんだ。好きなことをして過ごそう！　そうだ、夕飯はデパ地下のお惣菜にしようかな。ちょっとお高めのポップコーンを買って、缶チューハイも二缶も飲んじゃおう。

　足取り軽く帰路につく私。寂しさを感じる心は、美味しいものとお酒で誤魔化そうとしていた。




　そして、マンションの部屋に帰って来た。

　一人暮らしにしては広い２ＬＤＫの部屋は、住み始めた当時は部屋を持て余していたけれど、今は寛ぐリビングに、リラックスを目指してインテリアを揃えた寝室、そして書斎には教育関連の本から、栄養士の資格を取るために勉強をした教材に身体にいい献立を考えるために購入したレシピ本もたくさんある。

　贅沢な部屋に住ませてもらっていると自覚はしているから、せめて汚い部屋にならないよう、掃除や片づけはきちんとしているつもりだ。

　部屋に帰ってきて手洗いとうがいをし、仕事の服を脱いで洗濯機に入れたらお気に入りのルームウェアに着替える。

　セミロングの髪の毛をヘアゴムで結び、ヘアバンドでオデコ丸出しの姿になったらすぐにメイクオフだ。

　もともとあまりファッションやメイクに関心がない私は、ファンデーションが顔に塗られている状態がすごく苦手だ。

　だから、メイク落としですっきりしてスキンケアで肌を整え、すっぴん状態になった時が一番自分らしくいられる時間になる。

「あー、今日もお疲れー！」

　缶チューハイのプルタブを開け、天井に掲げて一人で乾杯をする。今日の夕食はデパ地下で買ったローストビーフのパスタサラダに、スライスしたトマト。この後はポップコーンと二缶目の缶チューハイが待っている。

「夜を楽しむぞー！」

　仕事とは別の気合いが入った私は、行儀が悪いけれどソファの上で胡坐姿になり、テレビをつける。

　すると、【五光進学マーケット】のＣＭが始まった。

「あっ、これ……。修哉の企画だ」

　この企画の時、夜もほとんど寝ずにたくさんのアイディアを出して、みんなを驚かせていたな。今は、少し仕事は落ち着いたけれど、疲労はずっと蓄積されているはず。

　今日は会食だけど、修哉は大丈夫かな。お酒も弱いのに、飲まされていないだろうか。

　考え始めると気になって仕方ないので、すぐにテレビをネットにつなぎ、映画のサイトへと飛ぶ。

　修哉のことは気になるけれど、自分の楽しみも必要だよね。でも、すぐに連絡は取れるようにスマホを気にしておこう。

　左手には缶チューハイ、右手にはお箸、そして目の前にはスマホ。そんな形で私の夜は始まった。




　散々ぐうたらした時間も、三時間くらい経っただろうか。

　缶チューハイも二缶も用意していたのに、明日の分に買っておいたものも飲み干してしまい、ポップコーンも全部食べてしまった。

　満腹感と満足感、それにお酒の酔いも回り、今すぐにでも寝てしまそう。

「だめだ……。お風呂に入らないと……」

　ソファで寝ころびながらそんな独り言を呟く私。すると、突然テーブルの上に置いてあるスマホから着信音が鳴り響く。

「えっ、こんな時間に誰……！」

　瞬きを何回もしながら名前をチェックすると、それは修哉からの電話だった。

「修哉？　えっ、どうしたの？」

　修哉は今夜、高田塾長と会食の予定で、そのまま直帰するはずだ。私の仕事はもう残っていないし……。もしや、私、何かミスをやらかした?!

　そんな不安に迫られて、私は心臓をドキドキさせながら通話ボタンを押した。

「も、もしもし……」

『ああ、よかった、繋がった。高垣さんの携帯電話ですか？』

「は、い……。そうです……けど……」

『夜分遅くにごめんなさい。あの、もしよろしければ、今すぐエントランスまで来ていただけますか？』

「えっ、えっ……」

　これはいったいどういうことだろう！　修哉のスマホなのに女性の声で電話がかかってきた。しかも若い女性だ！　いきなりの展開に私は動揺してしまい、うまく返事ができない。

『あっ、驚かせてごめんなさい。私、タカダ塾の塾長の娘の高田　真ま紀きと申します。実は今日の会食に同席してまして』

「あっ、そ、そうでしたか」

『小野寺社長、飲み過ぎてしまったみたいでどこかで介抱をしようかと思っていたのですが、どうしても帰るって聞かなくて……。タクシーでマンションの前まで送ってきたのでお部屋まで送ろうとしたら、高垣さんを呼んでほしいって言うのでお電話をさせていただきました』

「も、申し訳ございません！　すぐそちらに向かいます！」

　もう酔って虚ろになっていた意識なんかすっ飛んで立ち上がり、ルームウェアの上にカーディガンを羽織って急いで家を出た。

　なんてことになっているの！　まさか、高田塾長の娘に家まで送ってもらうなんて！

　修哉ったら、どれだけ飲んだのだろう。しかも、女性一人に男の修哉を任せるなんて、塾長もどういうつもり？

　いや、今はそんなことを考えている場合じゃない。【五光進学マーケット】の代表が泥酔した姿を見せて、取引先に迷惑をかけてしまったんだ。

　ここは誠心誠意、謝らなければ！

　エレベーターがエントランスまで降りると、猛ダッシュで外に停まっているタクシーへと向かう。

　私の姿を見つけた高田塾長の娘は、後部座席から出てくるとゆっくりと頭を下げて上品に一例をした。

「お待たせしました！　本当に申し訳ございません！」

　礼だけは上品にできても、申し訳なさから大声で謝罪の言葉を叫んだ。上品な仕草の彼女とは反対に、私は髪も乱れ、服装も適当、さらにすっぴんという最悪の格好だ。

　でも、今は謝罪と修哉のことが最優先だから仕方がないと自分に言い聞かす。

「いえ、ここまで飲ませてしまった父の責任ですから」

「あの、塾長は？」

　彼女一人で送ってくれたという先入観があったけれど、もしかしたら塾長やほかの社員さんもいらっしゃるのかもしれない。

　そう思い、タクシーの中を見たけれど、後部座席に修哉が左手で額を覆い、辛そうに座っているだけだ。

「実は、父も酔ってしまって……。会社の者に連れて帰ってもらいました」

「そ、そうでしたか」

　ということは、この人は二人でどこかに行って介抱しようとしていたってこと？　よかった……修哉がまだ私を呼ぶと言う冷静な判断ができる力が残っていて。

　取引先の代表の娘と恋人同士でもないのに、一夜を共にしたなんて周囲に知られたら、【後光進学】の信頼はがた落ちだ。

「本当にありがとうございました。では、社長は私が預かりますので」

「私もお部屋までご一緒しますね」

　彼女の言葉にぎょっとした私。ここで帰ると思っていたのに、まさか部屋にまで入って来ようとするなんて思ってもみなかった。

「そ、それは結構です。私が責任をもって送りますので」

「高垣さん……ですよね？　あの社長とはどういうご関係で？」

「私は社長の専属秘書です。理由があってフロア違いの部屋に住んでいます」

　こんな適当な服装で秘書なんて言っても説得力はないかもしれない。だけど、高田さんは信じてくれたみたいで、ふっと笑って私を見つめる。

「まあ、専属秘書？　そうですか……でも、今は勤務時間外ですので結構ですよ。私が最後まで付き添いますので」

「い、いえ、そういうわけには……」

　引き下がらない彼女に私は呆気に取られ、返す言葉を失ってしまう。この人、修哉の部屋に入ってどうするつもりなんだろう。

　まさかそのまま一晩泊まるつもりなんじゃ……。そんなことになったら大変だ！　どうにかして帰ってもらおうと考えていたら、後部座席に座っていた修哉の項垂れていた頭が起き上がった。

「高田さん、ここで大丈夫です。お世話をおかけしました……」

「社……」

「社長、目が覚めました？　よかった！」

　私が口を開いたのを遮って高田さんが修哉に声をかける。修哉はタクシーの運転手に万札を二枚渡し「これでこの方を家まで送ってください」と伝えると、そのまま後部座席から出てきた。

　私と高田さんの間に立ち、高田さんに一礼をする。だけど、胃のあたりを手で押さえている様子を見る限り、具合は悪そうだ。

「今日は見苦しい姿を見せてしまい、申し訳ございませんでした。次からはこのような失態は起こしませんので……。お気をつけてお帰りください」

「あら、意外な面が見られてとても嬉しかったですよ。もっとご一緒したかったですけど、秘書の方もいらっしゃるようですし、もう帰りますね。次の会食も楽しみにしております」

　意外とあっさり帰ってくれたことに驚いたけれど、私の姿を上から下まで見てまた笑ったところを見る限り、私では何も起こらないだろうと思ったのかもしれない。

　いや……その通りではあるけれど、なかなか複雑な気持ちだ。

　高田さんはタクシーに乗り、ゆっくりと発車した。タクシーが小さくなったところで修哉が私にもたれかかり、バランスを崩しそうになる。

「わっ！　修哉、大丈夫？」

「悪い……。肩を貸してくれ」

「う、うん。かなり飲まされたんだね」

　足を必死で踏ん張り、彼を支えるけれど、重心がもたついて早く部屋に入らないと一緒に倒れてしまう。

　いつもの修哉ならこんなことにはならないのに……。珍しいなと思っていると、修哉が疲労感たっぷりの顔で口を開いた。

「ああ、いつもは佐伯も来て代わりに飲んでくれるんだが……」

「佐伯さん、外せない仕事があったもんね。あっ、そこ段差だよ、気を付けて」

　エントランスからエレベーターに向かう通路に僅かな段差があるから伝えたけれど遅かった。修哉の靴の先が段差に引っかかり、彼の大きな身体は私の方にさらに傾いてきて、そのまま押し倒されそうになる。

「し、しっかり！」

「……わかってる」

　さらに密着したことで修哉の香りと体温が直に感じられるくらい、近くにある。こんなに接近したことは、高校卒業の時、修哉に抱きしめられた時以来かもしれない……。

　うわっ……。思い出したら顔も身体も熱くなってきた。それに意識してしまうし、緊張もしてきて心臓が痛いくらいドキドキしてる。

　修哉の香りと熱に私の意識もくらくらしてしまいそう……。

「悪い、里穂。もう少し頑張ってくれ」

「も、もちろん！　任せて！」

　情けないくらいに上擦った声でそう言うと、修哉はおかしいのかフッと笑った。でも、今の私はそれに言い返す言葉を持ってなくて、修哉を部屋まで無事に運ぶことに全神経を使っている。

　エレベーターで修哉が住んでいる階まで上がり部屋の前まで来ると、修哉自身がドアを解錠する。そしてなんとか彼を寝室まで運び終えると、ミネラルウォーターと胃薬を寝室まで持って行った。

「はい、お水。あと、二日酔いの薬はなかったから、胃薬を持ってきたよ。一応、飲んで」

「ああ、ありがとう」

　私が用意している間、修哉は暑いのかスーツのジャケットを脱いでネクタイを解いた姿でベッドに横たわっていた。

　本当はパジャマに着替えた方がいいのだろうけど、この状態なら着替えは無理だろう。

「スーツもシャツも皺になっちゃうから、休みの間にクリーニングに持って行くね。朝食もしっかりと食べるのは無理だろうから、おかゆでも作っとく。あと、二日酔いの薬も買って持ってくるよ」

　喋る私の顔を片目だけで見ている修哉の瞳は、お酒のせいか潤んでいる。その瞳に心臓がドキッと鳴ると、咄嗟に視線を逸らしてしまった。

　やだ、私めちゃくちゃ意識してる？　変な対応にならないように気をつけなきゃ……。

「薬、飲んでね。修哉が眠るまでここにいるから」

　彼が寝付くまで心配でたまらない私は、ベッドの近くに腰を下ろし、彼に微笑みを向ける。

　すると、修哉の腕が伸びてきて、私の右頬を包んだ。

「里穂って本当に、面倒見がいいよな……」

「今さら、どうしたの？　毎日のことじゃない」

「今もだけど……。ガキの頃からさ、女みたいで頼りない俺の隣にずっといてくれたの、お前だけだったよな」

「すごい昔の話だね。修哉、昔は女の子みたいだったもん」

「顔が女みたいだからからかわれていた時も、ずっと庇って守ってくれて……。当時の俺、マジで情けないって悔しかった」

「そんなこと思ってたの？　でも、男の子だもんね……。そう思っちゃうか」

　当時のことを思い出すと、庇ってしまったことは余計なことだったのかもしれないと、少し後悔してしまう。でも、幼い頃の修哉は本当に守りたくなるくらい可愛かったんだ。

　修哉は私の頬から手を離し、ゆっくりと起き上がる。その目はとろんとしていたけれど、真っ直ぐに私を見ていて、やけどしそうなくらい熱い眼差しだ。

「そう、俺、男だよ」

「わ、わかってるよ」

「……里穂は成長するにつれてどんどん可愛くなっていって、周りからもモテ始めて……。俺がずっとそばにいるのに、どうしてほかの男を選ぶんだろうなって悩んでた」

「えっ、何の話……？」

「中学の頃は隣のクラスの大おお林ばやしがタイプで、高校はサッカー部の日ひ高だかのことかっこいいって言ってて……」

　ちょっと待って、昔の話過ぎて覚えていない。たしかに、大林君や日高君のことはかっこいいねって言っていたけど、私、好きだなんて一言も言っていない。

　だって、私が片思いをしていた相手はずっと修哉なんだもの。

「あのね、修哉、大林君も日高君も」

「なあ、里穂」

　修哉が私の言葉を遮って距離を詰めてくる。顔の距離はもうキスできそうなくらい近寄っていて、ほんのりとお酒の匂いがした。

「な、何」

「俺たち、いつまで幼馴染やる？」

「えっ……」

「いつまでも子どもじゃないし……。今みたいな関係はそろそろやめよう」

「修……哉？」

　あっ、これは社会人としてもっと成長していこうってことかな。それなら、理解できる。幼馴染は卒業して、一社会人として、これから会社のために働いてほしいってことだよね。

「うん、そ、そうだね。でも、私、修哉と幼馴染として出会えてよかったと思ってるよ。修哉みたいな素敵な人が幼馴染で嬉しいし誇らしいし、それに修哉と再会してから、毎日が楽しい！　私、本当に充実しているよ」

　焦った私は思っていることを全て言葉にして話しているけれど、それは全部早口になってしまって、なぜか冷や汗も掻いている。そんな私を見て、修哉は笑いだしてしまった。

「……ふはっ。里穂って本当にいいやつ」

「えっ……んっ！」

　修哉が下を向いて笑いだしたと思ったら、後頭部に手を回され引き寄せられる。そして、唇に柔らかい感触がして、すぐにそれは離れた。

　待って、これってもしかして……。修哉の唇が私の唇と重なった……？

「俺が卒業しようと言っているのは、こういう意味」

　修哉は、首を傾けながらはにかんでいる。瞬きも忘れて驚いて固まっている私。

　だって、今、勘違いじゃなかったら私は修哉にキスをされ、幼馴染を卒業しようって言われて……。

　理解が追い付かなくて、頭が混乱中だ。

「里穂」

　私の名前を呼びながら、修哉は私を抱き寄せる。強く抱きしめられ、私の視界は彼の胸でいっぱいになった。

　修哉に抱きしめられたのは、高校の卒業式以来だ。あの時も今も、修哉に抱きしめられていることが信じられない。体格も匂いも変わってしまっているけれど、温もりは変わらない。

　私が好きだった修哉のままだ。

「しゅ、修哉、あの……。これは……」

「里穂、俺のことが嫌じゃなかったら……いや、嫌がらないでくれ」

「えっ、嫌がるって……わっ！」

　私を抱きしめてベッドにそのまま勢いよく寝かせた修哉は、私に覆いかぶさってきた。

　視界が天井に変わったと思ったら、至近距離に修哉の顔がある。どうして、なんでこんなことになっているの?!

　混乱中の私の視界にあるのは、潤んだ瞳で私を真っ直ぐ見つめる修哉の顔だ。そして彼の手は自身のシャツのボタンをはずし始めた。

「もう限界」

「へっ？」

「嫌だったら殴っても構わないし、蹴り上げてくれ」

「ええっ！」

　シャツを勢いよく脱ぎ、逞しい上半身が露わになった修哉が私の身体にのしかかってくる。そして、もう一度キスをされた。

　そのキスはさっきのような軽いキスではなくて、しっかりと唇が重なり合い、何度も角度を変えて求められる情熱的なキスだ。

　静かな寝室に、生々しいリップ音が何度も鳴り響く。次第に唇の隙間から彼の柔らかい舌が私の咥内に侵入してきて、舌が絡み合う。

「んっ、ふっ……」

　突然の濃厚なキスにうまく呼吸ができなくて、意識がぼうっとする。でも、彼の柔らかい舌が気持ちよくて、熱い吐息が唇の隙間からこぼれ、私の手はシーツを思い切り握りしめていた。

「ふはっ、はっ……」

「こういうキスは苦手？」

　下唇をくっつけたまま、修哉が問いかけてきた、その仕草がいやらしくて、身体がゾクッとする……。

「わ、かんない……。でも、嫌じゃない……」

　修哉とのキスは嫌じゃない。それは本音だ。

　修哉は私が嫌がっていないことがわかると、熱い手を私の頬に添える。そして撫でるように下ろしていくと、静かに服を脱がせ始めた。

　Ｔシャツとショートパンツ姿だった私の服はいとも簡単に脱がされ、あっという間に下着姿になってしまう。しかも、上下の色はバラバラで特に可愛くもないシンプルなものだ。

　修哉に下着を見られるなんて、恥ずかしすぎる……！　じろじろと見られたくない私は、咄嗟に両手で胸を隠そうとした。

　だけど、それは修哉の右手で封じられ、私の手は頭の上へと移動させられる。

「どうして隠すんだ？」

「やっ、だって……可愛くない下着だから恥ずかしくて……」

「そんなこと気にするんだ。すぐに脱がすのに」

「えっ、あっ……！」

　修哉は左手でブラを上にずらし、ショーツも膝のあたりまで一気にずらした。胸も秘部も同時に露にされ、身体全身から湯気が出そうなくらい羞恥心でいっぱいだ！

「……綺麗な身体だ」

「そ、そんなことない……。普通だから……あ、あんまり見ないで」

「無理。ずっと見ていたい」

「や、だ……」

　修哉はその言葉通り、私の身体を凝視して視線を外さない。まるで視姦されている気分だ。

「……触れるよ」

　そして彼の唇が私の右胸の突先に触れる。優しくキスをしたあと、温かい咥内に突先が含まれた。

「んっ……」

　私は情けない声を出した後、肩を上げ、首を傾けてしまう。優しく口に含まれた突先は、修哉の舌で弄られるたびに硬く尖っていく。

　じわじわとくる微弱な快楽に、息は荒くなっていった。

「あっ、はっ……」

　私の甘い声が止まらなくなるくらい、修哉の舌は突先をいじめてくる。ころころと舌で転がされ、硬くなった先を舌先で突き、強めに吸いついて優しく甘噛みをされる。

　私の両手を掴んでいた修哉の右手は、いつの間にか左胸に移動していて、指先で尖っている先を円を描く動きをして、刺激を与えてきた。

「ふう……ん……」

「胸、触られるの好き？」

　修哉は私の胸から離れ、顔を覗き込んでそう言った。

「今、すごくいい顔してる。めちゃくちゃそそられる」

「やっ……恥ずかしい……。見ないで……」

「無理。里穂のこんな顔を見れるなんて、興奮する」

　耳元で掠れた声で囁かれ、そのまま彼の唇は私の首筋をなぞり、鎖骨までおりる。そして、リップ音を鳴らしながら鎖骨や胸、お腹やお臍の周りにキスを落とし、茂みのある場所へと到達した。

「……しっかり濡れてる」

「それは……」

　修哉の前に秘部が露わになり、そこは自分でもわかるくらい愛液で潤っている。

　一番恥ずかしいところを修哉に見られている……。頭がそう理解すると、なぜかさらに下腹部が疼き、私の中は軽く痙攣を始めた。

「もしかして、俺が見ているから里穂も興奮してる？」

「い、言わないで、そんなこと……」

「図星？　だってここ、すごくひくついてる。すごく魅力的だ」

　そう言われ、修哉の指が秘部の入り口の縁をなぞる。微弱な快感に身体がピクリと動き、さらに下腹部は疼き始めた。

「里穂って感じやすいの？　ちょっと触っただけでも、すごくいい反応をするな」

「こんなの……こんなふうに感じたのは初めてだから……わかんない」

「そっか……。ハハッ、すごい煽ってくるな、里穂は」

「えっ、そ、そう？」

「俺のもやばいかも」

　俺のも、と言われ、修哉はスラックスとボクサーパンツを一気に脱ぐ。すると、反りあがった彼自身のものが現れ、それはすでに脈を打つくらい硬くなっていた。

　今まで彼氏がいたこともあるから、こういうものを初めて見たわけではないのに、修哉のものを見た私は恥ずかしさで頭が爆発しそうになってしまう。

　ぱっと目を逸らした私を見て、修哉はくすっと笑った。

「子どもの頃は普通に見ていたくせに」

「そ、それは子どもだから！　しかも幼稚園とかそれくらいの時だし！」

「意識してくれて嬉しいよ。普通にされていたら、ちょっとショックだった」

「……そんなこと、できるわけないよ」

　だって、少し胸を弄られたくらいで、私の身体は彼を感じている。これが、彼自身を受け入れた時のことを考えると、私の身体はどうなるのか怖いくらいだ。

「……身体が強張ってるな。少し、解すよ」

「えっ、あっ！」

　修哉の人差し指が披裂を割り、中にゆっくりと入ってきた。その刺激に私の身体は大きく反応して、シーツを思い切り握りしめてしまう。

　自分の愛液で修哉の指が濡れて、中が彼の指でいっぱいになる。それが左右に動き、小刻みに出し入れされると激しい快感に襲われ、思い切り目をつむってしまう。

「ああ、はっ、ああっんん……！」

　膣壁に修哉の指が擦れ、指を鉤かぎ型に曲げると同じところを何度も攻めてくる。お腹の奥底から強い刺激が頭にまで流れてきて、あまりの気持ちよさによがってしまう私。

「痛くないか？」

「だい、じょう……ぶ……」

　徐々に奥に指がせまってくる。私に痛みがないのか確認してから、修哉は指の動きを早め、どんどんと奥に入れてきた。

「あっ、はっ……はあっ」

　とんとんと奥を突くように、修哉は指を上下に動かしてくる。まるでもとから私の気持ちいいところを知っていたみたいに、疼くところを刺激され、あまりの気持ちよさにじっとしていられない。

「指、増やすぞ」

　秘部の入り口を広げ、中指が私の中に入ってくる。刺激が二倍になり、身体が軽く痙攣し始めた。

「ふあっ、ああ……」

　二本の指が早い動きで出し入れされ、ぐちゅぐちゅと音が部屋に鳴り響く。硬く太い指が秘部の中を擦り続け、強烈な快感が繰り返し襲ってきて、私の意識は今にも飛びそうだ。

　昔は同じくらい小さかった修哉の指が、すっかり大人の男の指になって私に快感を与えている。それが嬉しくて、気持ちいい。

　こんな感情は初めてだ。一つになったら、私はどうなってしまうのだろう。

「里穂」

　興奮で昂った声で修哉が私の名前を呼ぶ。こんな声も出すのかと思うと、もっと名前を呼んでほしくなる。

「修哉……」

　か細い声で彼の名前を呼ぶと、優しくキスをしてくれた。そしてゆっくりと二本の指を抜くと、ベッドのサイドテーブルの引き出しから長方形の箱を取り出す。

　あっ、避妊具……。修哉でもこういうの持っているんだ。

「……もしかして女を連れ込んでるとか思ってる？」

　私が避妊具を凝視していたから、修哉が複雑な表情でこっちを見る。

「女の子を連れ込むとか……私が朝も夜もいるのに無理でしょ」

　修哉のお世話をするため、仕事のある日は彼と朝から晩まで一緒にいることが多い。その生活の中で女性の影は一切なかった。

　私がそう言うと、修哉はあからさまにホッとした顔をする。

「うん、まあ……。だから、これはこういう日のために一応、用意しておいただけ」

　弁解みたいに聞こえるのはなぜだろう。新品の箱だから、今まで一度も使用していないことは明白なのに。

「そっか」

　こういう日ってどういうこと？　って聞きたいけれど、快感でいっぱいになった私の思考回路はそこまで回らず、ただ肯定の返事ができただけだ。

　修哉もそれ以上は話さず、避妊具を自身に装着すると、私の両足を持ち上げて覆いかぶさってきた。

「里穂、いい？」

　その言葉がどんな意味を持つのかわからないほど、私は鈍感ではない。一度、首を縦に振ると修哉は優しく微笑み、腰を密着させた。

　ぐぐっと修哉の腰が私に押し付けられ、熱く昂った彼自身が私の中に入ってくる。二本の指で散々弄られた中は愛液でぐっしょりとなっており、久しぶりの行為で痛みが走ると思っていた中は、簡単に彼を受け入れた。

「はっ……」

「くっ……」

　それでも、修哉の硬くて熱いものの圧迫感は強くて、ゆっくりと私の中を広げてくる。

　その圧迫感が一つになっていることを身体と心に実感させ、彼自身が秘部の中を出し入れするたびに気持ちよさで喘ぎ声が止まらない。

「あっ……やあ、あぁ……」

「里穂……痛く、ない？」

「んっ……大丈……夫」

　修哉はゆっくりと、でも小刻みに腰を動かして徐々に私の中を広げていく。肌のぶつかり合う音ではなく、出し入れするだけの弱く甘美な音が部屋に響き、非日常な空間に身体の火照りも止まらない。

　それは修哉も一緒のようで、彼の腕に触れると私以上に熱く、発汗している肌はしっとりとしていた。

「気持ちいい……。里穂、気持ちいい？」

　何かを押し殺すような我慢している声で、修哉は眉間に皺をよせながら私に問う。彼に身体を揺らされながら意識は下腹部に集中している私は、何度も頷いて答えた。

「うん……うん……気持ち、いい……」

「俺も……。俺たち、身体の相性も最高みたいだな。こうして里穂の中に入っているだけで最高に気持ちがいい」

　腰を動かしてゆっくりと上下に揺らされているだけなのに、彼自身が膣壁を擦るたびにびりびりとした電気が身体に走る。こんなの、ずっと続けられたらおかしくなりそうだ。

「しゅう、や……」

「んっ、何？」

「もっと……」

「もっと……何？」

　もっと激しく突いてほしい。そんなことを言うのはふしだらだろうか。でも、強く打ち付けてこない動きがじれったくてもどかしくて、下腹部の疼きはずっと続いている。

　早くこの疼きを解放してほしい。だから、もっと奥に来てほしい。それを言いたいだけなのに、恥ずかしくてなかなか言葉が出てこない。

「里穂、言ってくれなきゃわからない」

　修哉はずっと私の腰を持ち、固定しながら腰をゆっくりと動かしている。浅すぎず奥に行きすぎず、絶妙な抽送で私の中を行き来して快楽を与えている。

　だけど、ずっとこのままは辛い。

　緩くベッドが軋む音を耳にしながら、荒い息をはく私。そんな私を見て、修哉は首を傾げる。

「里穂、どうする？　どうしたい？」

　ぐちゅぐちゅと一つになっているところから零れるほどの愛液が彼自身に絡み、音を出している。

　ああ、もうこんな音を聞いていたら、頭がどうにかなりそう……！

　一刻も早く解放してほしくて、私は震える唇から言葉を発した。

「もっと……奥に……きて」

　小さな声で発した声はなんとか修哉に届いたみたい。修哉は嬉々として、私の両足をお尻が浮くくらいまで上げた。

「あっ、や、やだ……」

「思い切り奥まで突くから。一緒に気持ちよくなろう」

　恍惚とした表情でそう言い、修哉はぎりぎりまで自身を引き抜くと、思い切り秘部の最奥まで入れてきた。

「んっ！　ああ！」

　その衝撃が下腹部から頭の先まで突き抜ける。私の一段と大きな声が部屋に響き、ベッドの軋む大きな音も部屋に響いた。

「里穂……。いっぱい突くから。覚悟して」

　彼自身が最奥を突き、そのまま腰をぐるっと円を描くように動かす。それが気持ちよすぎて、足先まで痙攣してしまっている。

「ひゃ、ああ、んあ……」

「ははっ。感じている里穂、可愛い。もっと俺で感じて」

　修哉はそう言うと、最奥を一定のリズムで突き始める。足を思い切り上げられて秘部が締まるような体勢になっているから、彼自身を中から締め付けてしまい圧迫感と共に強烈な刺激に私の中は襲われている。

　もう恥ずかしさとかそんなものはどこかにいってしまった。今はただ、修哉と一つになれて、この気持ちよさを感じたまま二人で果てたい。

「くぅ……！　んん、あああ……！」

　最奥を突いていた動きから腰を激しく動かす動きに変わる。彼自身が秘部の入り口をぎりぎりまで抜き、そして最奥を突く。

　その大胆な動きからベッドの軋む音もだんだんと大きくなって、私のシーツを握りしめる手も、力がこもっていく。

「しゅう、や、ああ……！」

「はっ、里穂……。もう、イく……！」

「私、も……。ああ！」

　ひときわ激しく腰が動いた修哉。私の中で彼自身が膜越しで熱いものを迸ったのを感じた時、私の視界も真っ白になり、一気に脱力感に襲われた。

　そして、私を愛おしく見つめる彼の目は、とても満足気に見え、そして達成感のある顔つきをしている。

「大丈夫か……。痛くなかった？　最後、激しくしてしまったから」

　私の頬を彼が優しい手つきでなぞってくれる。私はその手に幸せを感じ、心の底から幸福感で満たされた笑顔を彼に送る。

「うん、大丈夫……」

　修哉の手に自分の手を重ね、その手に頬を滑らす。そうすると、修哉はとても幸せそうな顔をして、軽いキスをしてくれた。

　そのまま心も身体も満たされた私たちは服も着ないまま二人で抱き合い、眠ってしまった。こんなことは二十五年間、幼馴染をしてきて初めてだ。

　まさか修哉とこんな関係になってしまうなんて……。

　彼の腕に顔を埋めながら、私は襲って来た睡魔に意識を任せた──。
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　修哉と身体の関係を持った翌日。休みだった私は自分の部屋に戻り、すぐにベッドにもぐりこんだ。

　修哉と関係を持ってしまった……！　幼馴染で雇い主で、私は彼のお世話をする立場の人間なのに！　私ならこんな関係にならないだろうからと、修哉も佐伯さんも三年間という長い間、そばにおいてくれたはずなのに……！

　いや、でも、幼馴染を卒業しようと言い出したのは、修哉の方だ。一社員として、もっと厳しくされることかと思ったのに、まさかこんな意味だったなんて。

　修哉に求められて驚いたけれど、嫌な気持ちには一切ならなかった。むしろ、初恋の人に求められて喜んでいた自分がいた。

　それに、私のことを可愛いって言ってくれたのもすごく嬉しかった。だけど、それは好意なのか、部下としてなのか、幼馴染としてなのか……彼の意図がわからない。

　身体の関係も持ってしまったし……。いや、でも、修哉はすごく酔っていたから人肌が恋しくなってしまったのかも。

　それに、お酒を飲んだら興奮してしまって、見境なくなったのかもだし……。

「あああ……。なんでこんなことになったの……。修哉の本心がわからない……！」

　ただ、甘えてくる修哉はものすごく可愛かった。まだ二十五歳という若さで会社の代表をこなしている修哉。もしかしたら、純粋に誰かに甘えたいだけだったのかも。

　それが幼馴染の私だった……。そう考えたら、彼の行動は少し理解できる。

　私だって、辛い時誰かに甘えたくなるし、頼りたくなる。彼にとって、それが昨日の夜だったのかもしれない。

「タカダ塾の娘さんに手を出すわけにいかないもんね。本当、ちゃんと断ってくれてよかった……」

　昨日の様子だと、タカダ塾の娘さんの方が積極的だった気がする。あの人、修哉に好意を抱いているのかな。年齢は私たちとそんなに変わらないくらいで、上品で優しそうな人だった。それにメイクもばっちりですごく綺麗だった。

　私は昔からメイクも服も苦手で、ヒールのある靴を履くよりもスニーカーで動き回るタイプだ。今でこそ、オフィスカジュアルなんてコーディネートをするようになったけれど、それでも動きやすいようにヒールは低い。あまりにもタイプが違い過ぎて、女子力のない私は鏡を見るたびに彼女との差に落ち込んでしまう。

　修哉の隣に立つ人は、きっとあんな女性がお似合いなんだろうな。

「……なんかもうぐちゃぐちゃだ」

　昨日の夜はいろんなことが一気に起きて、頭の整理がつかない。今日が休みで本当によかった……。こんな調子じゃ仕事に集中できなかっただろう。

「でも、掃除をしないわけにはいかないから、休みが明けたら部屋に行かないと……」

　またあの部屋に入るんだ。一緒に過ごした寝室も掃除をしなくてはいけない。

「はあ……心臓が爆発しそう」

　枕に顔を突っ伏しながら、そんな独り言を呟いた。
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　休日が終わり、今日も彼を起こすために一つ上の階に住んでいる修哉の部屋に向かう。

　ただ、いつものように起こして朝食を用意し、掃除と洗濯をするだけなのに、緊張が半端なく心拍数もかなり上がっているみたい。

　彼の部屋のドアの前に立ち、深呼吸をする。そして鍵を開けた。

　いつも通りにしなきゃ……そう言い聞かせ、修哉を起こしに行く。

「おはよう！　朝だよ」

　熟睡している修哉に声をかけ、布団の上から肩をとんとんと叩く。いつもならこれで唸り声をあげながら起きてくるけれど、今日は反応が薄い。

「修哉？　遅刻しちゃうよ」

　起きてこないことを心配した私は、もう一度彼に近づく。すると、修哉は腕を伸ばしてきて私の腕を掴んだ。

「えっ、ひゃ！」

　思いっきり引っ張られて私はベッドの中に入り込んでしまい、修哉に抱きしめられた！

「修哉?!」

「……おはよ」

　私の頭部から修哉の起き抜けの掠れた声が聞こえてきて、布団の中いっぱいに広がる彼の香りと温もりに全身が包まれる。

　驚きで全身が膠着して、こんなドキドキはさっきまでとは比べ物にならないくらいだ。

「な、何してるの……」

「何って……里穂を抱きしめてる。髪もいい匂いするな、香水……じゃないな。ヘアケア商品かな？」

「わ、わかんない……。あの、離して……。ご飯を作らないと……」

　そういった瞬間、私の眉間にちゅっとリップ音が鳴った。

　えっ、今、キスした？　そして次は唇に柔らかいものが重なる。

「んっ……」

　唇を食みながら繰り返すキスに、目を見開く。何度も交わされる柔らかい刺激に身体の力が抜けそう……

　そして修哉の手が私のお尻に回ってきた時、ハッと意識が戻った。

「んんっ……！　も、うだめ！　何考えてるの！」

　せまってくる唇から逃れ、両腕を使って身体を引き離す。案外、あっさりと身体は離れ、修哉は笑っていた。

「残念、朝からできると思っていたのに」

「そ、そんなことするわけないでしょ！　今から仕事なのに」

　肩で息をし、すぐにベッドから離れる。修哉もご機嫌にベッドから起き上がり、クローゼットにあるクリーニング済みのスーツとワイシャツ、ネクタイを取り出し着替えようとする。

　私がいるのにパジャマも躊躇なく脱ぎ始めたので小さな叫び声をあげながら寝室を飛び出すと、寝室からは軽快な笑い声が聞こえてきた。

　修哉ったら何を考えているのだろう。いや考えていることは、一つなんだろうけど、この前はお酒が入っていた過ちとかそういうのじゃないの？

　お酒が入って甘えたかったとか、人肌が恋しかったとか……。素面でキスをしてその先もしようとするなんて、信じられない。

「しかも、今から仕事なのに……」

　きっと今、顔は真っ赤だ。だって、全身が熱くてたまらない。触れ合った夜を思い出して身体も疼いてしまう。

「こんな顔で会社に行けない……！」

　そうだ、掃除をしよう、ご飯を作ろう、洗濯をしよう。この家では私のやるべきことはたくさんある。

　無我夢中で朝の仕事を終えたころには、私の顔色も感情も落ち着いていた。修哉のことを極力意識しないようにしていたおかげかもしれないけれど。

「そろそろ行くか」

　修哉がジャケットを着て、出勤準備を終わらせ、私に声をかけてきた。

「うん、わかっ……」

　返事をすると、いきなり修哉に抱きしめられる。また、修哉に抱きしめられた私は、驚いて息が止まってしまった。

「んっ、充電完了」

　耳のそばで彼の掠れる声が聞こえてくる。満足げな様子でさっと修哉は離れた。

「行くぞ、里穂」

　見上げると、修哉はもう会社の代表の顔をしており、さっきまでの飄々とした表情はない。きりっとした顔を見てしまうと、心臓が高鳴り、ときめきが止まらなくなる。

　こんなギャップを見たら、さらに意識してしまう……。修哉のことを好きだったのは過去のことなのに、こんなことが続いたらまた好きになってしまいそうだ。

「里穂？」

「あっ、はい。行きます」

　心臓に手を当て、急いで自分のカバンを持つ。こんなに意識してしまって、仕事中は大丈夫だろうか……。せっかく気持ちも落ち着いていたのにな。

　そんな不安を抱えながら、修哉が運転する車の助手席に座り、今日も出勤したけれど、仕事ができるだろうかなんて不安は業務が始まればあっという間になくなり、私も修哉も業務に没頭した。
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　それから二週間が過ぎたけれど、修哉は朝のキスとハグ以外を求めてくることなく、仕事も秘書と社長の距離を保ったままだ。

　仕事が終わると距離は近くなり、スキンシップをしてくるけれど、前みたいに身体を求められることはない。

　修哉は、やっぱり私に甘えたいだけなのかもしれない。特定の人がいないから、幼馴染である私にそういうことをしたくなるのだろう。

　このキスやハグには甘えたい、癒されたいっていう意味が込められているのだろうな……。次第にそう思いこむようにしていた。

　そうしなければ、修哉のことをまた好きになってしまいそうだから。

「はあ……」

　一人、残業しているフロアで盛大なため息をつく。すると、背後からくすっと笑う声が聞こえてきた。

　驚いて振り返ると佐伯さんが立っており、口元にこぶしを当てていて、楽しそうな顔をしている。

「ま、まだ残ってたんですか」

「ごめんなさい、一人で残っている姿が気になって」

　佐伯さんはこっちに来て、パソコンのディスプレイを覗きながらそう言った。

「いえ、大丈夫です。あとは社長に頼まれた雑務だけなので」

「申し訳ありません、最初は簡単な業務の手伝いと社長のサポートだけだったのに、いつの間にか社長のプライベートの面倒までを任せるようになってしまって。後悔してませんか？」

　佐伯さんの言葉に驚いてマウスを動かしていた手が止まる。隣に立つ彼を見上げ、嘘と思われないように笑顔を作った。

「全然！　やりがいがあって充実してます！　本当ですよ。私、三年前までバイトを掛け持ちしてずっと同じ仕事に変わらない毎日で、いつもこのままでいいのかなって悩んでいたんです。その時に社長からここで働ける話をいただいて、もう縋りつく思いできたけれど、私、ここで働けてよかったって心から思ってます。社長には本当に感謝してます」

　無理をしていると思われたくなかったし、嫌々この仕事をしていると思われたくない。だから、仕事に対する熱い気持ちをわかってもらおうと話し出すと止まらなくて、一気に思っていたことを述べてしまった。

　ちょっと引かれたかもしれない……。そう思ったけれど、佐伯さんには好印象だったみたいで、いつもクールな表情は優しい微笑みに変わっていた。

「そっか、そう思えているのならよかった」

「佐伯さんをはじめとする社員のみなさんもいい人ばかりですし」

　うんうんと首を縦に振りながら、五光進学の社員の人たちの顔ぶれを頭に浮かべる。

　みんな教育に携わる人たちばかりだから、売り上げなどの金銭面なことだけに執着してなくて協調性もある人たちだし生徒思いだし、何より仕事に熱心な社員がとにかく多い。

　これには私も入社した時から刺激を受けているし、社長である修哉もモチベーションアップになっているとよく言っているくらいだ。

　その時の修哉の顔を思い出し、クスッと笑ってしまう。そんな私の両肩に後ろに立った佐伯さんが両手を置いた。

「俺はいい人止まり？」

「えっ？」

　いつもの佐伯さんの声じゃない……。仕事用のきっちりした声じゃなく、修哉と一緒にいる時のようなフランクな声でもない。

　艶っぽい声を出され、一気に心臓が飛び跳ねた。

「最近、小野寺と進展がありましたか？」

「ええっ！」

　それまで社長呼びだった佐伯さんが、いきなり修哉の名前を口にした。そして核心を突かれた質問をされ、身体が膠着する。まさか、修哉と身体を重ねたことがバレた？

　でも、いったいいつどこで？　わからないことだらけだ！

　私は彼を見上げたまま、視線を彷徨わせてしまう。

「ど、どうしてそんなことを……」

「二人でいる時、纏う空気が違うから」

　佐伯さんの答えにきょとんとしてしまう私。プライベートでは変化はあったけれど、仕事中は修哉も前と変わらない態度をとっているはず、

　それなのに違いに気づくなんて、佐伯さんの勘の鋭さに心臓がさらに鳴り、緊張さえもしてきた。

「そ、そうですか？」

「うん、見ているとわかりますよ」

「さ、さすが社長とは付き合いが長いだけありますね」

　今すぐに話を終わらせようと喋りながら席を立ち、財布とスマホを持つ。夜食を買いに行ってきますねと言おうとしたら、佐伯さんは首を左右に振った。

「違う、見ているのは高垣さんのこと」

　耳を疑うようなことを言われ、動きが止まり佐伯さんを凝視してしまう。

「私……？」

「あーあ、俺も幼馴染だったら少しは意識してもらえたのかな」

「佐伯……さん？」

　佐伯さんは腕を組みながらそう言うと、苦笑いをこぼしていた。私は彼が言った言葉の意味を理解することに頭がいっぱいで何も言えず、呆然と立ち尽くしてしまう。

　彼は私を一瞥するとデスクに左手を置き、マウスを動かした。

「これ、来月に展開するキャンペーンのやつですか？」

「は、はい、明後日にあるプレゼンで社長が使う最終プレゼンの資料です……」

「じゃあ、最終確認が必要ですね。一緒にやりましょう」

　佐伯さんはジャケットを脱いで隣の椅子に掛けると、自身のノートパソコンを取り出してデスクに置く。

　私は慌てて両手を左右に振って彼の動きを止めるけれど、彼はパソコンの電源を入れて残業する姿勢を作ってしまった。

「でも、佐伯さんも残業になってしまうので！」

「そのために残っていたんです。それに、早く終わらせて社長の世話をしなければいけないですよね？」

「あっ、たしかに……」

　私の仕事が遅くなる分、修哉の家に行く時間は遅くなってしまう。彼に残業のことは伝えているけれど、それでも気がかりなのはたしかだ。

　私の気持ちが顔に出ていたのだろう。佐伯さんはまたくすっと笑うと、頬杖をつく。

「やっぱり、社長がうらやましいよ」

　そういわれると、やっぱり自分の都合のいいように考えてしまい、身体が熱くなってくる。まさか……佐伯さんが私のことを……？

「高垣さん、早く終わらせてしまいましょう。データを送ってください」

「は、はい」

　もうすっかり佐伯さんは仕事モードに入っている。仕事を手伝ってもらえるのは、私自身もすごく助かることだ。

　申し訳ないなと思いつつ、急いで続きに着手する。さっきの言葉がまだ頭に残っているけれど、無理やり忘れるようにして佐伯さんと二人、仕事に没頭した。







第五章








　それから一週間が経った。

　最近、ずっとバタバタと心身ともに忙しい日々を送っていたから、季節が一つ進み、気温が低くなっていることに気付かなかった。

　そろそろ修哉のスーツを冬用に変えなくちゃな。ネクタイも爽やかな色から暖色系に変えて、コートもクリーニングに一度出した方がいいだろう。

　そんなことを昼休みに考えていた私。視線の先には食べ終わったお弁当箱があり、パックの野菜ジュースをぼうっと飲んでいた。

「高垣」

「うわ、はい！」

　ぼうっとしていたら、背後からいきなり名前を呼ばれた。立ち上がって後ろに振り返ると、修哉が立っている。修哉は職場では私のことを名字で呼ぶ。今はすっかり慣れたけれど、最初は少しこそばゆかった。

「社長、どうされました？」

　昼休憩の時、修哉が私のところに来るなんて珍しい。いつもだいたい佐伯さんと一緒にランチに行くか、出先で済ませることが多いのに。

「今日の高田塾長との会食、高垣も一緒に来てくれ」

「えっ、私がですか？」

「先方の希望だ。空いてたらでいいが」

　高田塾の塾長が修哉との会食に私の同席を希望している？　いったいどうして？　何か意味はあるのだろうか。

　修哉にそれを聞きたいけれど本人も不思議に思っているらしく、少し眉間に皺が寄っていて、納得していない感じだ。

　でも、塾長が直接言ってくるということは、何か意味があるのよね……。これは行った方がいいだろうという答えにたどり着いた。

「わかりました。予定はありませんので、ご一緒します」

「そうか、ありがとう。ただ、無理して最後まで同席しなくていいから。帰りたくなったら、適当な理由を述べて退席してくれ」

「はい、お気遣いありがとうございます」

　修哉が帰りやすくしてくれたおかげで、少し気持ちが楽になった。修哉に肩をポンっと優しく叩かれ、彼は社長室へと戻っていく。

　私も椅子に座り、ふうっとため息をはいた。

　高田塾長か……。そういえば、いつも挨拶や打ち合わせに同席して世間話を少しするだけの間柄というだけだから、しっかりと話すのは初めてかもしれない。変なことを言って、五光進学の印象を悪くしないようにしなきゃ。

　壁掛け時計を見ると、昼休憩が終わるまであと十五分もある。私は両手を上げて背筋を伸ばした。

　定時までに仕事を終わらせなくちゃ。今日は大切な会食が待っている。緊張と不安を抱きながら、私はなんとか今日の分の仕事を終わらせることができた。




　そして、修哉と合流し、高田塾長との会食のお店に向かう。タクシーが目的地に着き、会場の割烹料理の店内に入ると、すでに高田塾長は到着していた。

　店員の女性に個室に案内され、部屋に入ると高田塾長とその娘、真紀さんが座っていた。まさか娘まで同席しているなんて……！

　驚いて修哉を見上げると、彼も聞いていなかったらしく、私と同じく目を見開いていたけれど、すぐに社長の顔に戻った。

「お待たせしました。遅れて申し訳ありません」

「待っていたよ、小野寺くん。高垣さんもいきなり誘ってしまって申し訳ないね」

　恰幅のいい高田塾長が身体に似合った大きな声を出し、笑顔で話す。高田塾長は厳しそうな面持ちをしているけれど、話しだせばいつも場の雰囲気を明るくしてくれる人だ。

　塾長に声をかけられ、私は一礼をする。

「お声をかけていただき、ありがとうございます。真紀さんもお待たせしてしまい、申し訳ございません」

「いえ、今日を楽しみにしてましたから」

　真紀さんはふわっと柔らかく笑い、私を見た後、修哉を見つめる。

　これは……間違いなく修哉を狙ってる？　背筋がぞわっとした。

　まさか今日の会食ってまた修哉と娘の真紀さんを会わせるための食事会なの？　そこにどうして私が同席するのだろう。

　本当に頭の中が混乱状態だ。でも、それを顔に出すわけにはいかない。

「今日も有意義な時間を過ごしましょう。さっ、座って」

　高田塾長にすすめられ、修哉が塾長の前に、私が真紀さんの前に座る。でも、真紀さんはずっと修哉を目で追いかけていた。

　会食はモヤモヤとした気持ちのまま始まった。

　修哉から話を聞いていたけれど、高田塾長との会食は仕事の話はほとんどなく、ずっと塾長の趣味の話や娘、真紀さんがどれだけ素晴らしい女性かの自慢話。

　仕事の話を振れば、今月は何人の入会があったとか、優秀なコーチの話などこっちからすればたわいない話ばかりだ。

　いつもこの話に修哉は付き合っているんだ……。取引先とはいえ、なかなか辛いなと同情してしまう。

　でも、ご飯はとても美味しい。こんな高級な料理、めったに食べられないのだから、食事は堪能しておこう。

　焼き蟹に具だくさんの茶碗蒸し、お刺身の盛り合わせに地鶏の水炊きや小鉢には旬の野菜を使ったお浸しなどたくさんある。

　あっ、これ修哉が好きそうな味だな。そう思い、彼の小鉢をちらっと見るとすでに食べ終わっていてやっぱりこの味が好きなんだなと確信して、心の中で笑ってしまった。

　あっ、茶碗蒸しの銀杏を残してる。昔からこういうのは苦手だったもんね。と、ここでも笑ってしまいそうになった。

「高垣さんってとても美味しそうにご飯を召し上がるんですね」

「えっ」

　修哉の料理を見ていると、前に座っている真紀さんから声をかけられる。口に手を当てて上品そうに微笑みながら、首をコテンと傾げる姿はまるで女優みたいに可愛い。

　そして、私のお皿や小鉢を見ながら、口を開いた。

「小野寺さんの小鉢まで見てるから、足りないのかなと思って。よかったら、私のも召し上がります？」

「そ、そういうわけでは……！　すみません……」

　最悪だ……。まさか、こんなふうに言われるなんて思ってもみなかった。なんて意地汚い女なんだろうと塾長にも思われたに違いない。

　恥ずかしい、修哉も見ている前で最悪だ。恥ずかしさだけで顔だけじゃなくて耳も首も全部熱い。

「高垣は料理もうまいから、食べることも好きなんです。俺も時々、作ってもらいますが、本当に美味しいですよ」

　恥ずかしくて俯いてしまった私の耳に、隣から修哉の声が聞こえてくる。それに真っ先に反応したのは、真紀さんだ。

「えっ、小野寺さん、高垣さんの料理を召し上がるのですか？」

「ええ、社長である俺の体調管理のために、時々ですがバランスの取れた弁当を作ってくれます。うまいですよ、なっ」

「えっ、あっ、ありがとうございます……」

　同意を求められ、咄嗟に顔を上げた私の目に映ったのは、堂々とした顔の修哉だ。私をフォローしてくれたんだ……。その表情を見て一気に安堵に包まれ、肩の力が抜ける。

　私を一瞥した後、修哉は真紀さんに向かってまた話しかけた。

「真紀さんは？　お料理はされるのですか？　自己管理のために作れるようになった方がいいですよ。俺もそのうち、高垣に教わろうと思ってます」

「そ、そうですか……。まあ、私もそのうち、料理教室にでも通おうかと考えてますけど……」

「高垣は自己流だったか？　すごいな、お前は。もともと料理はあまり得意じゃないって言っていたのに」

「そんなこと……」

　会話をしている間、真紀さんの顔は真っ赤になっていく。恥ずかしいのか怒りなのかわからないけれど、その表情はとても複雑だ。修哉は真紀さんの様子を見て、満足げな顔をしている。ただ、塾長は眉を下げ、苦笑いをしていた。

「小野寺くん、あんまり娘をいじめないでくれ。箱入り娘として育ててきた私が悪いのだから」

「いじめるだなんてとんでもない。ただ、できないことをそのままにしておくのではなく、努力をして身につけようとする姿勢はいつでも持っておきたいということですよ。これは教育の現場でも必要なことですよね」

　修哉がそう言うと塾長は「その通りだ」と納得していた。そんなやり取りをしていると、修哉のスマホが鳴る。

「すみません、少し席を外します」

「ああ、構わんよ」

　修哉は私に目配せをして塾長と真紀さんに会釈をすると、部屋を出て行ってしまった。取り残された私だけど、修哉が庇ってくれたおかげでメンタルは持ち直し、気持ちにも余裕ができている。

　本当、修哉のおかげで恥をかかずに済んだんだ。あとで思い切りお礼を言おう。

「ところで、高垣さん」

　そんなことを思っていると、塾長が私に声をかけてきた。持っていたお箸を箸置きに置き、姿勢を正す。

「はい、なんでしょうか」

「小野寺くんの秘書であるキミに訪ねたいのだが、小野寺くんに決まった相手というのはいるのかな」

　せっかく余裕がでてきたのに、一瞬で頭の中が真っ白になった！　決まった相手というのは、つまり恋人とかそういう意味……だよね。

「それは……恋人ということでしょうか」

「ああ、もしいないのであれば、私の娘との縁談をすすめたいと思うのだが」

　その言葉に部屋中に響くほどの大声を出しそうになった！　いきなり縁談?!　修哉と真紀さんが?!　真紀さんが修哉を狙っていそうな素振りはあったから、もしかして恋人にどうだろうとか言われるのは覚悟していたけれど、まさか縁談と言われるなんて……。

　あまりの驚きに言葉を失ってしまう。だけど、何か答えなくちゃ……。

　もう頭はそのことでいっぱいだ。

「どうかな？　いい人はいるのかい？」

「恋人という存在はいらっしゃらないと思います。ですが縁談となれば……。あの、それは社長も認識しておりますでしょうか」

　バクバクとなる心臓の音が身体中に響くのを感じながら、手に汗をかいて何とか返事をした。すると、塾長は盛大なため息をつく。

「それとなく話は今までしてきたのだよ。だが、毎度はぐらかされてしまってね。しかし、彼の様子を見る限り、特定の恋人はいないようだし、それなら私の娘はどうだろうとずっと考えていてね。秘書であるキミなら小野寺くんのスケジュールも管理していて、よく知っているだろう。近いうちに、二人で会うように調整をつけてくれないか」

　心がざわざわする……。高田塾長が今日、私を会食に呼んだのは、この話をするためなんだ。

　それに気づき、冷や汗を背中いっぱいに掻いてしまう。だって、こんな重要なことを修哉の意見を聞かずに進めることはできないし、何より、私の全身がそんなことをしたくないって拒否をしている。

　修哉と真紀さんが結婚……。考えただけで胸が張り裂けそうなくらい辛い。絶対に嫌だ。

「それは……私の独断でスケジュールは決められませんので……」

　俯き、正座をしている自分の太ももの上で力を込めてこぶしを作る。声が震えなかった自分を褒めたいと思った。

「あんなにいい男がいつまでも一人ではもったいない。遊ぶのもいいが、将来を考えると、さっきも彼が言った通り、体調管理をしてくれるパートナーはいたほうがいい。そのほうがキミも安心だろう」

「おっしゃることはわかります。ですが、申し訳ございませんがこの件に関しては、私の独断で返事をすることは出来かねますので……。申し訳ございません」

「そうか、残念だ。それなら私からもう一度話しておくかな」

　塾長は本当に残念そうにため息をはいていた。ちらっと真紀さんの方を見ると、父親である塾長の顔を見ながら拗ねた顔をしており、「もう！　それならもっと強引に小野寺さんに話をしてよ！」と塾長に言っていて、どうにかしてほしいという不満たらたらな感じだ。

　これはもちろん真紀さんも乗り気だってことだよね。それに、修哉に好意を持っていなければこの前のように泥酔した修哉をわざわざ家まで送ろうとしないはずだし。

　真紀さんは修哉と結婚をしたがっている。そして高田塾長も修哉と実の娘と結婚させたい。

　このこと、修哉は気付いているのかな、それとも、知らないのだろうか。

　静かな沈黙の中、個室の襖が開き、修哉が戻ってきた。

「おかえりなさい。電話は大丈夫でしたか？」

　修哉が帰ってきたことにホッとして声をかける。すると、修哉は塾長たちのほうを一瞥した後、私に視線を戻した。

「仕事の話ではないから、気にしなくていい。いきなり席を外して申し訳ございませんでした」

「いやいや、気にしなくていいよ。まさか、恋人からの電話とかではないだろうね」

　塾長が冗談交じりに言う。私は瞬きを忘れて修哉を見ると、彼は表情を崩さず口を開いた。

「家族からの電話ですよ。そんな話はやめて、食事の続きをしましょう。せっかくの料理が台無しになっています」

　修哉がそう言うと、高田塾長も真紀さんもあからさまにホッとした顔をする。どうやら、修哉には恋人はいない。そう受け止めたようだ。

　それから、何度か塾長の方から修哉のプライベートに関する話はしていたけれど、修哉は全てスルーしていた。

　私は胸の内をハラハラさせるだけで何もフォローができない……。それを申し訳なく思う気持ちのまま、この日の会食は終了した。




　高田塾長と真紀さんとは店で別れ、私と修哉はタクシーをつかまえてマンションへと帰って来た。

　今日は夕食も済ませてるから、修哉をマンションの部屋の前まで見送ったら私の仕事は終わりだ。

　エレベーターに乗り、修哉が住んでいる三十六階まで上がる。修哉はお酒が入っているのか少し気怠そうにしている。お酒にあまり強くないから、アルコールが身体に入っている状態が辛いのだろう。

　これは早く寝た方がいいな。でも、真紀さんとの縁談の話も気になる……。いや、でもここは彼の体調を考えて次、塾長からアクションがあった時に改めて聞けばいいだろう。

　でもこういう話があったと本人に伝えた方がいいのだろうか……。そんなことをぐるぐると頭の中で考えていると、隣に立っている修哉がくすっと笑った。

「里穂、あの二人に何か言われた？」

「えっ、ど、どうして？」

「俺が電話で部屋を出てから、ずっと猫背になってる。里穂って悩んでいる時とか混乱している時は猫背になるだろ。それ、昔っからの癖」

「そ、そう……かな……」

「言って。二人に何を言われた？」

　そこまで会話をすると、エレベーターが三十六階に到着して扉が開く。修哉は私の手を取りエレベーターから出ると、歩き出さず対峙するように見つめてきた。

　その瞳はお酒に酔っているせいか少し赤い。だけど、彼は必死に私の話を聞こうと待ってくれる。

　私は喉が詰まりそうな感覚を覚えながら、言葉を吐き出した。

「……修哉ってさ。真紀さんと仲がいいの？」

「仲がいい……ってほどの関係じゃない。時々、ああやって会食で三人で食事をするだけ」

「いや、この前のあの……酔って帰ってきた時も送ってもらってたし、さっきも塾長が……」

「ああ、俺に縁談を進めてるとかそういう話でもされた？　何考えてるんだろな、あの人。俺が見合いとかするタイプに見えたのかな」

　やっぱり修哉は縁談の話は気付いていて、あえてスルーしていたんだ。真紀さんほどの美人をスルーするなんて信じられないけど、修哉のことだから仕事を一番に考えているのかもしれない。

　嫌そうにそう語るけれど、はっきりと断らないのは、仕事に影響するからだろうか。それなら、これからもずっと申し込まれるんじゃ……。

　そしていつか根負けして、真紀さんと結婚することになったりして……。

「そうなんじゃない？　ぜひうちの娘を！　って感じだったし」

　そんなことを考えていたら、つい強い口調でさっき言われたことを口に出してしまった。

　しまった、修哉を責めても仕方ないのに、なんてことを……。咄嗟に自分の口を手で覆ったら、修哉が私の顎を指先で持ち、そのまま上げる。

　その顔はとても嬉々としていた。

「……妬いた？」

　そして首を傾けて、想像もしてなかった言葉を呟く。私は呆気に取られて瞬きを何回もしてしまう。

「へっ？　や、妬く……？」

「かわいいな、嫉妬してくれたんだ」

「うぇっ！　わ、私は……別に……」

　でも、嫉妬と言われて妙に納得してしまった。たしかにこの感情は身に覚えがある。

　修哉を好きだった昔、美人と有名なクラスメイトと修哉が喋っていたり、可愛らしい後輩に告白されたことを知った感情と全く一緒だ。

　私、真紀さんに妬いているんだ。あの人が修哉の恋人になるかもしれないから。

　自覚した途端、全身がやけどしたみたいに熱いし、心臓の音が止まらない。

　忘れていた感情が急激なスピードで戻ってきた。修哉のことが好きでたまらなくて、幼馴染をいつか卒業したいって願っていたあの日々の気持ちが、また復活してしまった……。

「里穂」

　修哉の顔が近い……！　いつの間にか私の顔の前まで近づいてきた彼の顔は、私の唇を見つめている。

「修……」

　心の整理がまだつかない。だから、待ってと手を出して止めようとしたけれど、後頭部を彼の手で覆われ、そのまま唇は重なってしまった。

「んっ……」

　お酒の味のキスをするのは二度目だ。前は彼が酔って帰ってきた時。そして、今。

　このキスも修哉は酔っているからだろう。お酒に酔うと人肌を求めてしまうのは、前の身体を重ねた時で身をもって知った。

　でも、あの時は彼への好意はあったけれど、無意識に封じていた。だから、耐えられた。だけど、修哉のことを好きだと自覚した今、身体を重ねてしまったら、絶対に好きな気持ちが大きくなっていく。

　また、昔のように自分の気持ちを伝えようかどうか悩む日々が絶対に始まってしまう。

　せっかく、仕事のサポートを任されるようになり、修哉ともいい関係を築けている今、これを壊したくない。

「……だめ……」

　顔を背け、キスをとめる。修哉の胸に手を当てて距離を取ると、顔を上げた。

「だめだよ……。修哉」

「……どうして？」

「どうしてって……だって、修哉には縁談の話があるし、私たちは幼馴染だし……。幼馴染はこういうことをしないよ」

「俺、幼馴染は卒業しようって言ったけど」

「それは……」

「里穂はそういうつもりじゃなかったんだな」

　怒りを込めた口調で、修哉は不機嫌な顔を露にする。不安と怖い気持ちが混じって、唇を噛み俯いてしまう。

「……何も言わないんだな」

　私が何も言えずにいると、盛大なため息をはいて修哉はうなじを掻いていた。

「送るのはここまででいい。帰り、気を付けて」

　そう言うと踵を返し、部屋へと帰って行く。私は遠くなっていく背を見ているだけで何も言えず。頭を下げてエレベーターに乗った。

　一階下にある自分の部屋に帰り、玄関を開けた途端、その場に蹲ってしまう。

「……どうしよう……」

　修哉を怒らせてしまったかもしれない。それと同時に修哉をまた好きになってしまった。こんな気持ちのままじゃ、いつか彼に迷惑をかけてしまうかもしれない。

　今のまま、一緒に仕事をするのはこの先辛いかもしれない。だけど、仕事にやりがいを感じている今、絶対に辞めたくない。

　こんなたくさんの思いが複雑にこんがらがっていて、どれから対処していったらいいのかわからない。

「仕事みたいにタスク処理ができればいいのに……」

　自分の膝に顔をうずめ、独り言を呟く。何とか気力を振り絞り、シャワーは浴びたけれど、もう髪を乾かす元気はなくてそのまま倒れこむようにベッドにもぐりこんだ。
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　それから二週間が経った。修哉との雰囲気が悪くなったのはあの夜だけで、翌日からはまたいつも通りの関係に戻った。

　気まずくなった次の日の朝に見たのは、いつもの明るく優しい修哉だ。冬物のスーツを着て、ネクタイもボルドーの冬らしい色を身に着けている。それは私が用意したものだ。

　学生の頃は爽やかな色が似合っていたけれど、大人になった修哉は深い色がとても似合う。やっぱりかっこいいな……。真紀さんが結婚したくなるのも仕方ないなと、思ってしまう。

　最近、気付けば真紀さんと修哉の関係を考えてしまう自分がいる。

　高田塾長からは会食の日から仕事以外で連絡はなく、縁談の話も進んでいない。だから、私が一人で考えても仕方ないのに、どうしても二人の顔が頭をよぎる。

　このままじゃいけないと思い、仕事に集中しようとブルーライトカットが施された眼鏡も買ってみた。

　こんな小道具でも使用すれば、気分転換になるんじゃないかと思ったからだ。

　眼鏡姿で社長室に入ると、パソコンから顔を上げた修哉が私を見た。

「あれ、眼鏡姿なんて珍しいな」

　目を丸くして、驚いた顔をする彼を見てふっと気持ちが和らぐ。

「うん、これブルーライトカット眼鏡なの。視力も落としたくないし、買っちゃった」

「いいな、似合う。ますます仕事ができるやつに見えるな」

　彼の言葉に嬉々として微笑んでしまう。好きな人の言葉ってどんな栄養剤よりも力になるな。

「では社長。修正した企画案ができましたので、先ほどデータを送りました。目を通してくださいね」

「もうできたのか？　さすが俺の専属秘書。でも、この書類を読んでからになるから、ちょっと待っててくれ」

　修哉のデスクにコーヒーが入ったカップを置くと、彼はパソコンのディスプレイを指さす。見てもいいとのことだったのでパソコンをのぞくと、そこには【案１・オンライン専門塾アプリについて】というデータがあった。

「オンライン専門の塾アプリ……。また、新しいアプリでも作るの？」

「タカダ塾の塾長の娘が提案してきたんだ。不登校や塾に通えない地方に住んでいる子どもを対象に、格安で勉強ができる環境を作ろうって。コーチの派遣はタカダ塾の優秀なコーチが揃っているし、不登校の子どもを対象にメンタルケアもしてくれる専門家も用意するらしい」

　作成者を見ると、名前が高田　真紀となっている。本当に真紀さん一人でこの企画を考えたんだ。ただ塾長の娘という人から、私の中で仕事も積極的に頑張る人へと意識が変わり、ますます敵わないと思ってしまう。

「すごくいいね……」

「なかなかやるな、あのお嬢さん」

「そうだね、ちゃんと考えてるんだ。すごいね」

「里穂？」

　画面を食い入るように見る私を見て、修哉が不思議そうに名前を呼ぶ。私は微笑もうとしたけれど、引き攣った笑みを浮かべてしまった。

「仕事も自分磨きも頑張ってる人ですね。プライベートだけじゃなくて、仕事でのパートナーとしても最適かも」

　そして、今は仕事中だから敬語で言葉を返した私。修哉はそれが気に入らなかったのか、ムッとした顔をした。

「縁談の話、まだ気にしてるのか？」

　そして修哉はノートパソコンを閉じて、私の方を真っ直ぐ見つめてくる。

「別に里穂とこの人を比べているわけじゃない。変に勘繰るな」

「そういう意味で言ったわけじゃ……！」

「じゃあどうしてそんなふうに言うんだよ」

　修哉は一瞬表情を歪め、悲しそうな顔をした。

「里穂の案はあとでしっかりと見る。もう、仕事に戻っていい」

　それでいいだろうと言わんばかりに、修哉は会話を終わらせた。また、こんな雰囲気になってしまった……。

　せっかく元通りに仕事ができていたのに、どうして真紀さんが絡むとこんなやり取りになってしまうの。

　私は修哉に一礼して社長室を出る。両方のこめかみを両手でぐりぐりと擦り、うまく立ちまわれない自分への苛立ちをどうにか誤魔化した。

「……仕事に戻ろう」

　今は仕事に集中しよう。やっぱり私にできることはそれだけだ。修哉が比べるつもりはないと言っていても、私は気にしてしまう。

　はあ……こんな自分の性格に、本当に嫌気がさす。




　定時が過ぎ、フロアの社員たちが帰る中、修哉から企画案の戻しが送られてきた。

　案の定、修哉からは再度の修正がかかっていた。それを見て帰ろうと思い椅子から立ち上がっていたけど、座りなおす。

　やっぱり私はまだまだ役立たずだ。ならば、人一倍頑張らなきゃ。

　今日は久しぶりに残業だ。修哉の午後のスケジュールはずっと高田塾長と打ち合わせでそのまま直帰する。夕食は今朝、温めるだけのものを作ってきたから、食事の心配はない。

　スーツもクリーニング済みだし、ゴミ捨ても出勤前に終えている。

「今日は心置きなく残業ができるな……。頑張ろう」

「心置きなく残業？　なかなかの社畜発言ですね」

　くすくすと笑いながら現れたのは佐伯さんだ。右手には缶コーヒーを二缶持っていて、その一つを私のデスクの上に置いてくれた。

「ありがとうございます。佐伯さんもですか？」

「俺は高垣さんを待ってました」

「えっ、私？」

「すみません、今日の社長室での会話をドア越しに聞いてしまって」

「あっ、もしかして縁談の……？」

　しまった、外部に知られてはいけない話を、あんな大声でしかも喧嘩口調で話してしまったのだから、ドアの外まで聞こえて当たり前だ。

「あの、このことはどうか内緒に……！」

「社長にもいいお話が来たみたいだし、俺たちもどうかな？」

「はっ？」

　俺たちもって……？　今、佐伯さんそう言った？　私が驚いて立ち上がると佐伯さんが左手で私の手を取り、優しく握る。

「俺たちも同僚をやめてみない？」

「えっ……」

「高垣さん」

「は、はい」

「高垣さんさえよかったら……俺と恋人同士になってほしい」

　佐伯さんは芯のある低い声でそう言った。目が点になった私が彼を見つめると、眼鏡の奥の瞳は私を捉えている。

　その時、どこかでこつんと足音が聞こえた様な気がした。遠くにいる人の靴音が聞こえるくらい、静寂な時間が今、流れている。

　同僚をやめる……。この言葉と同じようなことを言われた。修哉に……。

　幼馴染をやめないかって。

　私、その時すごくて嬉しかったんだ。きっともうその頃に、修哉に対して好きの気持ちがあったから。ううん、昔よりずっと修哉のことを好きになっていたから。

　だから、佐伯さんの気持ちにすぐに答えることはできない。

「ごめんなさい、私……」

　深く頭を下げ、ただ謝ることしかできない私。こんな私に好意を持ってくれるなんて、佐伯さんは本当にいい人だと思う。

　きっとこんな器の大きい人と恋人同士になれたら、毎日幸せな日々を過ごせるだろう。穏やかで何の心配もない時間が待っていると思う。

　だけど、私が恋人になってほしいと願うのは、やっぱり一人しかいない。

　修哉と……恋人同士になりたい。

　すぐに頭を下げた私を見て、佐伯さんは苦笑いを零した。

「ははっ即答ですか。まあ、そうですよね。断りの返事がくることはわかってました」

「すみません……。せっかく私のことを恋人にしたいって言ってくれたのに……」

　私の手をずっと握っていた彼の手を離す。その手は少し汗を掻いていて、彼も緊張していたのだと伝わってきた。

　だから、さらに申し訳なさが伝わってくる。だけど、佐伯さんはすっきりとした顔をして口を開いた。

「謝らないでください。あなたが社長……修哉に好意を持っていることは、気付いていましたから。ただ、少しでもチャンスがあれば、と弱みにつけこんでしまった。振られて当然です。これからもいい同僚を続けましょう」

　ニコニコと微笑んでくれ、明るい声を出して雰囲気を変えてくれる。その気持ちが申し訳ないけれど嬉しくて、また頭を下げてしまった。

「はい……ありがとうございます」

「それに、俺が好きになったのは、小野寺の隣で頑張っているあなたでした。アイツの隣で輝いているあなたに好意を抱いてたのです」

「そんな……。私、修哉の隣でそんな感じなんですか？」

「ええ、とてもキラキラしています。初めて会った頃のネガティブなあなたはもう、どこにもいません。きっと、小野寺もそんなあなたの存在に助けられていると思いますよ」

「修哉も……。そうですね、修哉は前を向いて頑張る人が好きですから」

「小野寺はネガティブなことを言う人間を好きにならないですよ。それは高垣さんもよくわかっているでしょう」

「はい」

　そうだ、修哉に誘われてこの会社に入った時、ずっと前を向いて頑張ろうって決めたのに、すっかり弱気になっていた。こんな私じゃ修哉に苛立たれても仕方ないし、愛想もつかれてしまうだろう。

　まずはもとの私に戻らなきゃ。そして、修哉と諦めることはしたくない。

「もう後ろ向きな発言はやめますね」

「うん、そのほうが高垣さんらしい」

　佐伯さんがずっと笑ってくれるから、私もようやく笑顔になることができた。そして、修哉への思いもちゃんと整理することができた。

「実ることはない恋だけど、私が好きなのは社長……修哉です。だから、私は自分が諦めるまで、ずっと好きでいると思います」

「うん、実るように祈ってる」

　いつか実る時が来るのかな……。佐伯さんの言葉に、私は苦笑いで返すことしかできなかった。
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「じゃあ俺は先に帰りますね。高垣さんも帰り道、気を付けて」

「はい、缶コーヒーありがとうございました」

「これくらい安いものです。まあ、あいつにはもっといいものを奢ってもらってください」

　ふっといたずらっ子のように笑いながら、佐伯さんは帰って行った。あいつって修哉のことだよね。

　修哉と仕事以外でまた前のように仲良く話せる日が来るのかな。でも、修哉は喧嘩をした後は、いつも何でもないことのように接してくれる。それは昔からそうだった。

　だから、また明日もいつものように明るく接してくれるだろう。私も意地にならないで素直にならないとな……。

「それよりも今は修正が先だ」

　腰に手を当て、気合いを入れる。そして椅子に座りパソコンに向き合う。二十分ほど集中していただろうか、少し休憩しようと背伸びをしていたら、フロアに入ってくる靴音が聞こえた。

　佐伯さんかな。何か忘れもの？　そう思い後ろを振り返ったら、驚きのあまり肩に力が入り、身体が硬直してしまった。

「どうしたの？　今日はタカダ塾と打ち合わせって……」

　ドア付近に立っていたのは、直帰したと思っていた修哉だった。

　驚愕したまま声をかけると、不機嫌なオーラを纏った修哉がこちらに向かって歩いてくる。

「……急ぎの仕事じゃないだろ。これ」

「でも、自分の気が済むところまで終わらせたいの」

「この会社は基本、残業は禁止だ。帰るぞ」

「あと少しだけやらせてほしい」

「だめだ、これは社長命令」

　データを保存し、強制的に修哉にパソコンをシャットダウンさせられた。そして、彼は私の鞄を持って歩き出す。

「あっ、ちょっと待って！　強引だよ」

「こうでもしないと終わらないだろ。早く帰るぞ」

　さっさと歩き出した修哉の後ろを急いで追いかけていく。

　修哉、機嫌が悪い？　どうしたんだろう、体調でも悪いのかな。だから、高田塾長との打ち合わせの後、どこにも行かず帰ってきたのだろうか。

「修哉、どこか辛いの？」

　エレベーターの前で立ってボタンを押している修哉に声をかける。修哉は俯き、そのあと斜め下を向いたりして何かを言い淀んでいる。

　わざわざ会社に戻ってきたんだ。私に何か伝えたいことがあって迎えに来てくれたのかも。

　なかなか口を開かない修哉を見て、そうかやっぱり体調が悪いのなら、仕事なんかせず、早く家に帰って看病をしなければ。そんなことを考えていると、エレベーターの扉が開き、私と修哉は乗り込む。

　エレベーターが下降し始めると、修哉が口を開いた。

「……どうして断ったんだ」

「断るって……えっ？」

「……佐伯。あいつに告白をされていただろ」

　びっくりした……。息が止まるくらい驚いた。さっき修哉を見つけた時以上の驚きだ。

「なっ、なんで……どうしてそのことを知ってるの？」

「里穂を迎えに会社に戻ったら、二人で話していたのを聞いてしまったんだ」

　暗い声で修哉は「偶然だから、立ち聞きしようなんて思ってない」と言い、そのあと沈黙が流れる。

「そう……だったんだ」

　突然の出来事にそれしか言えなかった。ただ、佐伯さんとのやり取りを徐々に思い出していくと、いろんなことに気付く。

　佐伯さんとは彼の人の好さに甘えて、仲違いすることもなく、もとの同僚という関係のままで話を終わらせることができた。ただ、一つ気にかかることがある。

　えっ、じゃあ私が修哉のことを好きだって聞かれた？　ど、どうしよう……！　もし聞かれていたら、今どんな顔をすればいいのか……。

　それよりそれを聞いて修哉はどう思ったのかも気になる。まさか、そのせいで機嫌が悪いとか……！　今、修哉がどんな感情でいるのかわからなくて、ソワソワしてしまう私。口を開けたり閉じたり、手も汗をいっぱい掻いていて、かなり困惑している。

「まあ、そんな話を聞きたくなくて、里穂が断ったすぐあとに帰ったけど」

「あっ、そ、そうだったんだ……」

　よかった……修哉のことを好きと言ったところは聞かれてなかったんだ。とりあえずホッとした私。すると、エレベーターが一階に到着し、エントランスホールへと歩く。

　ただ、靴音は私だけだ。どうしたのだろうと振り返ると、修哉が真っ直ぐ私を見つめていた。

「考え直さないのか？」

「何を……」

「佐伯のこと。あの様子じゃ振ったんだろ」

「あの様子って何？」

　修哉がこちらに歩いてくる。そして、私の前に立つと私の鞄を持ったまま腕を組み、険しい表情になった。

「あのまま立ち聞きをしたくないと思ってここで里穂を待っていたら、先にエレベーターでおりてきた佐伯と会った。すごく辛そうな顔をして笑っていた。里穂……佐伯を振ったんだろ」

　そこまで見ていたのなら、何を言っても嘘になるだろう。だから、私は修哉の顔を見ずに頷いた。

「なんで振ったんだよ」

「なんでって……」

「佐伯は俺から見てもいいやつだし、信頼できる男だし……。断る理由はないだろ」

「修哉がそういうことを言っちゃうの？」

　彼が切なそうに言うその言葉を聞き、強く言い返してしまった。

　しまったと思い、口を手で覆うけれどもう後の祭りだ。修哉に他の男性をすすめられて、つい感情的になってしまった。きっと変に思われた。どうしよう……この気持ちはバレてしまってはダメなのに。

　冷や汗がこめかみから流れ、目も泳いでしまう。修哉に本心が伝わってしまったら、私はどうすればいいのだろう。

　そう慌てていたら修哉は姿勢を正して息を吸い、私の顎を手で掴んで顔を強制的に上げた。

　目の前には修哉の顔がある。それは真剣な眼差しそのもので、例えば高校時代のバスケ部の最後の試合、悔いなくバスケ部を去ろうと決意を決めたあの時の目のようだ。

　なんて懐かしいことをこの一瞬で思い出してしまった。でも、あの時、本当に修哉の顔は輝いていて、この強い瞳がとても素敵だったんだ。

　今はその時よりもずっと大人になっていて、凛々しい顔立ちになっている。だからかな、その時とは少し違う決意のある顔に見えるのは私の気のせいだろうか。

　彼の顔に見惚れていると、修哉はほんの少し頬を赤色に滲ませながら喋り出した。

「さっき、タカダ塾に行って、塾長と娘に会って来たんだけど……。娘との縁談、正式に断ってきた」

「えっ……」

「なかなか頷いてくれなかったけど、俺が本気だとわかったら向こうも受け入れてくれたよ。だから、もう仕事以外で関わることはない」

　まさか、こんな話を聞けるとは思ってもみなかった。今日、タカダ塾に行っていたのは、縁談を断るために行っていたんだ。

　しかも塾長も真紀さんも承諾してくれたなんて……。私は安堵感と嬉しさで今にも涙腺が緩みそうだ。いや、もう緩んでいるのかもしれない。だって、僅かに視界が歪んでいるもの。

「そ、そうだったんだ……。でも、本当によかったの？」

　性懲りもなくこんなことを聞いてしまう私。だって、修哉の本音をもっと聞きたかったから、こう言うしかなかった。本当に、真紀さんみたいな素敵な人を振ってよかったのかを修哉の言葉でもう一度聞きたかったんだ。

　私の言葉を聞いて、修哉は真剣な眼差しから少し呆れた顔に崩れていた。

「本当にって……。俺が結婚してもいいってそれこそ本当に思っていたのか？」

「だ、だって、こんないいお話、もったいないって」

「里穂こそ、佐伯のことを振ったのはもったいないって思わなかったのかよ」

「そんなこと思うわけないじゃない。だって、いい人だと思うけど、好きでもない人と付き合えない」

　私がそう言うと、ふっと修哉は満足げに笑った。私はまた喧嘩腰の会話になってしまったことを後悔しているのに、こんなやり取りをして笑っている修哉が不思議で仕方がない。

　勢いを無くした私が口を閉ざすと、修哉は口角を上げ照れ臭そうに話し始めた。

「俺もそうだよ。好きでもない女と付き合えないし、結婚もしたくない。触れようとも思わない」

「わ、私だって……そうだよ」

「二人とも同じ思いなのに、ちゃんと言わないから伝わらないんだよな」

　修哉は後頭部を掻きながら、ため息交じりにそう言った。二人とも同じ思いって……。いったいどの感情のことを言っているの？

　緊張と期待と、ほんの少しの不安で今、胸が押しつぶされそうだ。

「修哉……」

「悪い。里穂の前だから、いつまでたっても子どもの頃のままでいてしまったんだ、俺。幼馴染だからって甘え過ぎていた。言わなくても伝わっているって勝手に思ってた」

　修哉の言葉に首をぶんぶんと横に振る。私も幼馴染という関係にこだわり過ぎて、修哉を好きになったことに、ずっと後ろ向きな考えしかできなかったから。

「あっ、私も、その……ずっと一人で勝手に色々と考えて、ネガティブになっちゃって……。私の一番、悪いところがでちゃって……。それで一人で嫉妬して、修哉を怒らせちゃって」

「怒っていない。俺も嫉妬してた」

「嫉妬？　誰に？」

　修哉が嫉妬？　ありえない状況に目を見開いてしまう私。そんな私の目には、顔を赤くして幼い表情をした修哉が映った。

　可愛い……と思ったら失礼かもしれないけれど、そう思ってしまうには十分なくらいの照れた顔をした修哉がいる。

　そんな彼が一度上を見上げ、そしてもうこちらを見た時はさっきの幼い表情は消えていた。

「佐伯に。お前に告白するタイミングを窺ってたら、先に越されたから」

「えっ……」

「高校の卒業式の時、チャンスを逃して後悔したから慎重になっていたつもりだったけど、結局、我慢ができなくて先に手を出しちゃって、またそれで後悔して……。どうやって本気で好きなのか伝えようかと悩んでいたら、佐伯が先に告白した……。それで嫉妬した」

「そ、んな……えっ、ええ」

　狼狽えてしまい、おろおろとした声で返事をするしかできない私。だって、今、信じられないことを修哉の口から聞いてしまった。

　修哉が私に告白？　しかも高校の卒業式の時？

　必死に昔の記憶をさかのぼっても、私が修哉に抱きしめられてパニックになってしまった情けない記憶しかない。

　もしかしてあの時、修哉は私を抱きしめながら告白をしてくれようとしていたの？

「卒業式の時……ご、ごめんなさい……。私、もしかしてとんでもないことをしちゃったんじゃ……」

「そうだよ。せっかく告白できると思ったけど、まさか逃げられるとは思わなかった。ああ、俺はそういう対象じゃなかったんだなって一度は諦めた。だけど、同窓会で再会して、やっぱりまだ好きだって思って、今度は絶対に逃がさない、後悔しないように気持ちを伝えると意気込んでいたのに、肝心の里穂はタカダ塾の娘との縁談をすすめようとするし。好きな女から別の女を紹介されるほど、辛いことはないぞ」

「修哉……」

　今……確かに言った。修哉の口から「好きな女」って。それって……私のことでいいんだよね……。

　修哉が修哉はほんのりと頬を赤く染め、愛おしい瞳で私を見つめている。その瞳はさっきの強さはなく、慈愛に満ちていた。

「……ずっと好きだった。昔から、ずっと。昔も今も、ずっと里穂だけが好きだ」

　彼の声でずっと聞きたかった言葉を聞けた私は、震えてしまい何も反応ができない。ただ、嬉しくてたまらなくて、涙が目に溜まる。これ、夢じゃないよね、本当に修哉に好きって言ってもらったんだよね。

「里穂が好きだから……だから、俺は里穂以外の女と付き合う気もないし、結婚する気もない。そして、大切な友人でもお前を渡す気は絶対にない」

　会社のエントランスホールに修哉の熱のこもった声が響く。その言葉のどれもが何度も想像して夢見ていた言葉で、絶対に聞くことはないだろうと思っていたものばかり。

　それを今、こうして現実に言ってくれている。夢じゃないんだ。修哉は、本当に私のことを好きって言ってくれているんだ。

　じゃあもう、私が返す言葉は決まっている。

「私も、ずっと好きだった。初めて好きになった人で、今でもずっと好き。幼馴染なんかじゃない。修哉はずっと好きな人だった」

　震える声で今まで言えなかった言葉をやっと言えた。修哉が好きで、幼馴染なんていう存在ではもうとっくになくなっていて、あなたの恋人になりたかったことをやっと言えた。

　それだけで満足感でいっぱいなのに、修哉は私に向かって幸せいっぱいの笑みを浮かべて手を差し出した。

「俺も……。ずっとちゃんと言えなくてごめん。もっと早く言えていたら、順番を間違えずに済んだのに」

　そう言いながら私の手を取り、引き寄せる。ぎゅっと胸の中で抱きしめられ、私もすぐに腕を回した。

　私を抱きしめながら修哉が語るのは、想いを告げる前に身体を重ねたことだろう。その謝罪だと気付き、私は首を思いきり横に振る。

「幼馴染なんて関係を早く捨てたくて、あんなことをしてごめん」

「ううん、謝らないで。私はちゃんと幸せだったから。後悔なんてしてない」

　嘘じゃないと信じてほしく、思い切り彼に抱き着きながら本心を伝えた。すると、修哉の身体が一瞬固まり、そして私のことを思い切り抱きしめてくれる。

　痛いくらい力が入っている彼の腕の中で、私は思いが繋がった瞬間を感じたんだ。

「俺も、里穂を俺だけのものだって感じられて、心から幸せだった。これ以上ない幸せをあの時、感じた。だから、触れるのが怖くなってしまって……。嫌われたと思ったから、もう何も言えないし、手も出せなかった」

「うん、私も修哉が何を考えているのかわからなくて、ずっと不安だった。でも、ちゃんと聞けばよかったね。本当にごめん」

「これからは里穂を不安にさせないように、言葉でも身体でもストレートに伝えるよ。嘘は絶対につかない。もっともっと、幸せを捧げるよ」

「修哉……」

「約束する」

　耳元で私にだけ伝わるくらいの囁く声で、ありったけの思いを伝えてくれる修哉。こんなに幸せなことがあるだろうか。

　今の私に不安な思いなんて一つもない。今あるのは、幸福感に満ちた心と身体だけだ。

「私も……あなたをもっと支えられるような立派な女性になれるように……一緒にいて幸せだって感じてもらえるように頑張るね」

「これ以上、頑張るな。心配だ」

　本気で心配そうな顔になった修哉を見て、声を出して笑ってしまう。そんな私を彼は力を緩めてふわっと抱きしめると、つむじの上に顎を置いた。

「今すぐに帰ろう」

「えっ、う、うん」

「帰って……もう、いいか？」

「いいって？」

「いや、だから……。あれから手を出してないだろ、俺。ものすごく我慢してるんだけど」

　これはもう私の勘違いじゃなければ、今すぐにでも身体で繋がりたいって意味だ……。いきなりすぎて、どっと汗が出てきた。

「あれからって……。そんな前じゃないよ」

「好きな女が朝も夜もそばにいて、毎日我慢してくれた俺を褒めてくれてもいいと思う」

「……ずっとシたかったの？」

「もちろん」

　素直すぎる返事に、また笑ってしまう。でも、これはおかしくてとかじゃなくて、可愛くてたまらないからだ。

　私がモヤモヤしている間に、修哉はこんなことを思っていたなんて可愛すぎて笑ってしまう。

　優しく抱きしめてくれている彼の胸に頬をうずめ、思い切り抱きしめ返してこう言った。

「……帰ろう」




　それから修哉の車でマンションに帰って来た私たち。部屋の玄関に入ると、後ろから思い切り抱きしめられ、貪るようなキスが始まった。

　すぐに彼の舌を受け入れ、柔らかい舌が絡み合う。その勢いがすごくて、私は壁にもたれたままキスを続けた。

　唇が離れてはくっつき、また貪り合う。絡み合う舌から水音がして、荒い息遣いをした私たちはいつの間にかお互いぼうっとしていた。

　息がうまくできないからか、お互いの熱のせいなのかわからないけれど、私も修哉も虚ろな目で見つめ合っている。こんな顔、初めて見た。

　初めて身体を重ねた時も、もしかしたら私に余裕がなかっただけで修哉はこんな表情をしていたのかもしれない。けれど、すごく愛おしい気持ちが自然と湧いてくる。

「修哉……、大好き」

　気付いたら抱き着いてそんなことを呟いていた。頭上から修哉の笑い声が聞こえてくる。

「いや、俺の方が好きだし」

「でも、私の方が好きになったのは早いよ」

「俺はガキの頃から好きだった」

「私も」

「幼稚園の頃から」

「私の初恋は修哉だもん」

「それは俺も同じ」

　こんな言い合いを笑いながらしていると、修哉が軽くキスをしてくれる。また、何度も繰り返しキスをしながら言い合いを続ける私たち。

　次第に言葉はなくなり、しっかりと唇が重なった。

「んっ……」

　お互いの唇をもう一度食み、何度も角度を変えて求めあう。

　もう受け入れるだけじゃなくて、私からも修哉を求め、唇を押し付けた。

　そして彼の舌が私の咥内に入り込んでくる。柔らかい舌が絡み、水音が鳴る。

　修哉の広い背中に腕を回すと、修哉の腕も私の背中や腰、お尻を撫で続ける。衣服の擦れる音と舌が絡み合う音が部屋に耳に響き、意識もぼうっとしてきた。

「……ベッド行く？」

　唇を重ねたまま修哉のささやく声が聞こえてくる。静かに頷くと私の視界はぐるっと回る。瞬きをしていた瞬間に、視線の先は天井になっていた。

　私、修哉に横抱きされている……！

「ね、ねえ！　私、重いからおろして！」

「全然、余裕」

　修哉はにっと笑い、本当に余裕そうだ。私は落ちないように必死に修哉の首に腕を回してしがみつく。そんな私をおかしそうに笑い、横抱きにしたまま寝室に入った。

　そしてベッドの上に優しく私を寝かせると、覆いかぶさってくる。そのまま首筋に顔を埋め、強めに吸いついてきた。

「んっ……」

　彼の髪が鼻や口元にかかって、修哉の匂いに包まれている感覚だ。同時に首筋に印をつけられ、舌で舐められる。身体がぞくぞくして修哉のスーツのジャケットを強く握ってしまう。

「こら、服が脱げない」

　今度は耳たぶを甘噛みされながら囁かれた。私は手をジャケットから離し、修哉の頬に添える。虚ろになった瞳で彼を見つめると、修哉は嬉しそうに微笑みながらジャケットを脱ぎ、ネクタイを緩める。

　私を見つめる瞳は慈愛に満ち溢れていて、この瞳が私のものになったのかと思うと興奮という言葉だけじゃ収まらないくらい嬉しい。

「里穂、脱がせてもいい？」

「……うん」

　修哉が私の返事を聞くと、着ていたトレンチコートを脱がせ、ブラウスのボタンに手をかける。素早くボタンを外すと、ベッドの下に丁寧に脱がせたコートもブラウスも落とした。

　ブラ一枚になった肌に修哉の唇と指が触れる。鎖骨に唇を滑らし、両手の指はブラの上から胸を覆い、優しい力で揉み始めた。

「あっ……んっ……」

　わずかな快感がブラ越しに伝わってくるのがもどかしい。もっと直接触れてほしいとそんなはしたない願望が生まれてくる。

「……下着の中でここ、尖ってる。感じた？」

　修哉が胸の突先をブラの上から指で突く。好きな人に触れられたら、すぐに反応してしまうのは仕方ないと思う。それを感じるなんて聞いてくるのは意地悪だ。

「……感じる……けど……」

「直接触ってほしい？」

　私の心を代弁してくれるのは意外だった。やっぱりベッドの中でも修哉は優しい。私が素直に頷くと、修哉の腕が背中に周り、ブラのホックを外されて窮屈さがなくなった。

　そしてそのまま彼の手は右胸を包み、やわやわと揉み始めた。円を描いて動く手のひらに突先が刺激され、熱い快感が身体に駆け巡る。左胸は修哉の咥内に含まれ舌が上下に動いたあと、突先を弾くように突かれる。

　両胸同時に攻められて下腹部も疼き、腰が反ってしまう。

「ふわっ……あっ……やあ」

　震えた喘ぎ声を出しながら首をいやいやと振ってしまう。そんな私に気付かず、修哉の指と舌の動きは激しさを増していった。

　右胸は手のひらでの刺激をやめ、親指と人差し指で先端を掴むと丹念に擦り、左胸は舌先で突かれたらちゅっと強めに吸い、甘噛みをされる。

「くぅ……んん……」

　だんだんと激しくなる快感と刺激に身体も熱くなり、足もじっとしていられない。足が動くたびにシーツが波のような模様を作る。その足に右胸を弄っていた修哉の手が添えられた。

「……疼く？　ここ」

「あっ…！」

　修哉に疼く？　と問われた場所はショーツのクロッチ部分だ。スカートを捲し上げてクロッチに指を押さえつけられると、水分が溢れショーツがぐっしょりと濡れた。

「どう？　感じてる？」

　修哉は人差し指で濡れている部分を何度も押す。そのたびにぐちゅと音が鳴り、自分がどれだけ感じているのかを思い知らされ、恥ずかしさが募ってくる。

「あっ、やめて……。恥ずかしい……」

「恥ずかしい？　どうして？　俺は嬉しいよ。俺が触れるだけでこんなにも感じてくれているのだから」

　クロッチ部分を指でずらし、その隙間から指を入れて秘部の割れ目をなぞる。彼の指に私の愛液が絡まり、簡単に秘部の中に指が入ってきた。

「ああっ……！」

　ぬるっと奥の方に入ってくる指は、膣壁を擦りながら進んでくる。そのたびに例えようのない快感が全身を駆け巡り、枕を思い切り掴んで快感を逃がそうとするけどうまくいかない。

　震える私に構うことなく修哉の指はピストン運動を始めた。ゆっくりとした指の出し入れは確実に私の気持ちいいところを当ててきて、ますます私は声を大きく出してしまう。

「んんっ！　あっふぅ……んん……！」

「……もどかしいな」

　ショーツの隙間から指を一本入れている状態がもどかしいと感じたのか、修哉は勢いよく指を秘部から抜くと、スカートもショーツも一気に脱がす。そして私の足を広げ、さらに指をもう一本増やして、秘部の中に一気に入れてきた。

「ひゃあ！」

　修哉の逞しくて長い指が、膣壁を擦り上げて私の中で暴れる。息つく暇もないくらい彼の指で快感を与えられる。激しい快感にただ身を任せている私は、聞いたことのない甘い喘ぎ声を出して、それを修哉に聞かれている。

　やだ、こんなの……！　前以上に身体は彼を感じていて、すごく喜んでいる……。こんな私、知らない。修哉と気持ちが繋がり、新しい自分を知った気分だ。

「しゅ……やあ……。ひう……やん……あっ！」

「はっ、可愛い声……。もっと聞かせて」

　荒い息遣いの修哉の声がなぜか下から聞こえた。どうして下から？　と思った瞬間、胸や秘部を触られた時とは比べ物にならないくらいの強い刺激と電流が身体に走る。

　修哉は秘部の茂みの中に隠れている赤く小さな粒を口に含み、弱めの力で吸い付いてきたからだ。

「そ、こ……だめぇ……！」

　ここは刺激が強すぎる……！　手で彼のつむじ辺りを押さえて離そうとしたけれど、快感を与えられている間は力なんか出るわけもなく、修哉は粒を吸うと次は舌先で上下に弾き始めた。

「ひい、あああ！　あっん！　だ、め、だめ……！」

「里穂、最高。もっと聞かせて」

　二本の指は秘部の中を小刻みに出し入れし、舌は赤い粒を舐めて私に強烈な刺激を送る。同時に与えられる快感は、快楽にどうにか耐えていた私を丸のみにして、あっけなく違う世界に連れて行こうとする。

「あああ！」

　頭の中でパチンと何かが弾け、目の前が真っ白になった。そして次に感じたのは脱力感だ。下腹部全体がじんじんとした違和感を抱き、痙攣しているみたいになっている。

　私がイッたことがわかったのか、修哉はパンパンに膨れ上がった赤い粒にキスをすると指も抜き、それをぺろりと舐めて私を見下ろしていた。

「可愛すぎる。イッた時の里穂ってこんなふうになるんだ」

　首を傾けてとろけるような声で修哉は私を見ながら独り言を呟く。まだ目の前がチカチカして荒い息の状態の私は、薄目で修哉を見上げることが精一杯だ。

「……もっと聞きたい」

「待っ……！」

　私の制する声を聞かず、修哉はまた頭を屈めて秘部への愛撫を始めた。両手で披裂を割り、柔らかいものが秘部の中へと侵入してくる。

　これ、すぐにわかった……。修哉の舌だ。

「だめえ……！　き、たない……！」

　まだシャワーも浴びてない身体で抱き合うのも申し訳ないと思っていたのに、まさかこんなところを舌で弄られることになるなんて……！

　やめてほしくて抵抗しているのに、修哉の舌の動きが気持ちよすぎて手足に力が入らない。修哉の舌は秘部に縁をなぞるとそのまま奥に侵入し、ぐるんと円を描くように中を自由に動き回る。それが指とはまた違う気持ちよさがあり、こらえきれない快感が秘部から背中にまで走り、疼きが止まらない。

「くぅ……んん……！　あぁっああ……！」

　ぐちゅぐちゅと下腹部から卑猥な水音が聞こえてくる。それが余計に私を煽り、震えが快楽に変わる。このままじゃさっきみたいに、またイッてしまいそうだ。

「だ、め……。もう、無、理ぃ……」

　あまりの快楽に涙声になってしまった私の声を聞いた修哉が、そっと舌を秘部から抜く。そして起き上がり、私の顔を覗き込んだ。

「悪い、やり過ぎた。大丈夫か？」

「だから……何度も待ってって言ったのに……」

　弱弱しい睨みを彼にぶつけ、拗ねた顔をしてしまう。修哉はそんな私を見るとばつが悪そうな顔はするけれど、なぜか楽しそうだ。

「でも、気持ちよさそうだった」

「それは……そうだけど……」

「次はもっと気持ちよくなろう。ちょっと待ってて」

　待ってと言い、修哉はスーツを全部脱いだ。そして露わになる彼自身はとっくに逞しく反りあがっていて、先端からは少し液が溢れている。

　ずっと我慢していてくれたんだ……と思うと、それもなんだか愛おしいものだと感じた。

　修哉はサイドテーブルから避妊具を取り出すと、素早く装着する。そして私の両足を持ち上げ、腰を押し当ててきた。

「熱い……ね」

　私の秘部に密着した彼自身が熱くて硬い。これが今からまた私の中に入ってくると思うと、最奥がじんじんと疼いてきた。

「里穂の中はあったかいよ。とても安心するんだ」

「安心？」

「ああ、気持ちがよくて愛おしさもあるけど、里穂と一つになれたことに安心する。それを、前に感じた。里穂と繋がったら、幸せで堪らなくなるんだ。だから、安心するんだと思う」

　うっとりとした顔で私を眺め、幸せそうな顔をしてくれている修哉を見て、私も幸福感でいっぱいになる。ああ、愛おしい……。自然とそんな感情で胸がいっぱいだ。

「それは……私もだよ」

　私と繋がることで安らぎを感じてくれるのなら、こんなに幸せなことはない。だって、私もずっと幸せだったんだもの。

　修哉に求められ、愛されている。一番大切な人にこんなふうに思ってもらえて嬉しくない人なんていないと思う。

「里穂……」

　修哉が私の名前を呼ぶと、軽いキスをしてきた。それと同時に彼自身がゆっくりと私の中に入ってくる。

「んんん……」

　膜越しでもわかる屹立した彼自身は私の中をぐぐっと開き、膣壁にぴったりとハマりながら奥に進んでくる。私の愛液を潤滑油にして奥まで捻じりこんできた彼自身は、とうとう最奥まで到達した。

　下腹部まで彼自身を感じる……。ビクビクと中が疼き、彼自身を締め付けてしまっているみたい。

「……はっ……里穂の中にぴったり収まっている……。気持ちよすぎるよ」

「う、ん……。私……も……」

「里穂、愛してる」

「修……んあ！」

　私に愛の言葉を告げ、腰を一気に引いた彼が最奥めがけて叩きつけてきた。穿つたびに私の身体は揺らされ、ベッドが軋む。まるで最奥に執着しているみたいに何度も腰を打ち付け、深い部分に彼自身を穿たれた。

「ひあっ、ああ、やあ……！」

　打ち付けられるたび、情けない嬌声が口から零れる。こんな激しいの知らない。指で攻められ、舌で弄られ、もう私の中は十分快楽を味わっているはずなのに、まだ知らない快感があるなんて……。

「しゅう、やあ……。もっ、だめ……！」

　小刻みに奥を攻められ、あまりの気持ちよさにだらしない声を出してしまう。そんな声も可愛いと思ってくれているのか、修哉は微笑んでいた。

「ハハッ。やば……里穂、その顔も声もそそられる……」

　修哉は私の身体を横向きにさせ、左足だけを上げる。すると、さっきの体勢よりもずっと秘部の奥が曝け出され、彼を受け入れやすくなっていた。

　そして、また違う気持ちのいい場所を攻められ、膣壁を彼自身で擦られる。最奥を突いたと思ったら浅く突いたり、また奥を攻めたり……。

　いろんなリズムで快感を刻みこまれ、私の目尻からは我慢できない涙が零れ始めた。

「もっ、むりぃ……！」

「くっ……。里穂、もう少し……」

　肌のぶつかり合う音が止まらない。ベッドの軋む音も響き、このまま壊れちゃうんじゃないかと思うくらいだ。こんな快感を注ぎ込まれ続けたら、私の身体も壊れそう！

「ふあ！」

　そして、強烈な刺激がまた私を襲う。修哉の指は秘部に上にあるさっきの刺激で膨らんだままの赤い粒を摘まみ、擦り始めた。

「やあああ！」

　赤い粒を摘ままれ、最奥を彼自身が激しくぶつけてくる。もう私の意識は今にも飛んでいきそうだ。

「くっ……イク……！」

「やっ、あっ、んあ、はあ……！　ああああ！」

　大きく身体を揺らされながら、全身に激しい快感が走る。もう、何も考えられなくなった私はシーツを思い切り掴んだ。

　そして最後の絶頂を迎えた時、修哉も同時に果てた。膜越しに感じたのは熱い迸りだ。

　全身汗まみれだし、下腹部からの愛液がぐっしょりでシーツも濡れていた。

「修、哉……。もう……激し、すぎ……」

　全身が痙攣しているみたいに震えている。ものすごく気持ちよかった……。気持ちが繋がったあとの身体の重なりって、こんなに満足感があって気持ちのいいものなんだ。

　修哉とでなければ、感じられないことだ。

「ごめん、里穂が可愛すぎて。でも、慣れてくれよ。これから毎晩、求めるつもりでいるから」

「えっ、ええ……！」

「あっ、もちろん仕事に支障が出ない程度にするから。だって、俺の専属秘書で大切な恋人だからな、里穂は」

　にこっと笑いながら、頬にキスを落とす修哉。そして、甘い言葉をくれる。

　本当に修哉と恋人同士になれたんだな……。改めて実感した。

　だから、私も言いたい言葉が一つある。

「修哉」

「んっ、何？」

　首を傾けて可愛らしい仕草をする愛しい人に言葉を贈る。私が生まれて初めて使う言葉だ。

「修哉、愛してる」

　照れながら私がそう言うと、彼は満面の笑みを浮かべ喜んでくれた。
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　修哉と結ばれてから一か月が経った。

　付き合ってからすぐに私たちは同棲を始め、私は修哉の部屋に通うことなく、彼の身の回りの世話を続けている。

　でも、一緒に暮らしだして生活は少し変わった。一緒に暮らす約束として、修哉は自分のことはできるだけ自分でやると言い出したのだ。

　今日も朝から洗濯機を回して、乾燥した服をちゃんとたたんでいる。でも、まだおぼつかない手つきだから、私はそばでサポートをしていた。

「うん、タオルのたたみ方はもう完璧だね」

「もう、社員と社長の関係じゃないからな。それに、俺もいい加減、自分のことぐらいできるようにならないと、里穂に呆れられたら困る」

　達成感のある顔でそんなことを言う修哉がかわいらしくて、笑いがこぼれる。

「ふふっ。そんなこと、考えなくていいのに」

「でも、将来的に自分のことぐらいできないと、里穂に迷惑がかかるから。子どもが生まれたら、なおさらだ」

　突然具体的な将来のことを話に出され、顔が一気に赤くなり言葉に詰まる。修哉はくすっと笑うと、私を抱きしめた。

「里穂」

「な、何？」

　顔が近づき、至近距離で修哉に見つめられる。彼に見つめられると、今でも照れてしまい視線を逸らしそうになるけど、この熱い瞳で見られたら逃げることはできない。

　ふっと微笑む端正な顔、私を愛おしく見つめてくれるこの瞳が昔から大好きだ。

　彼の瞳に見惚れていると、修哉が口を開く。

「里穂、俺と結婚してください」

「……えっ」

「やっと里穂を手に入れた。もう逃がしたくない。だから、一生俺のものになって」

　修哉はいつの間にか用意していたのか、ズボンのポケットからリングケースを出すと、私の前に差し出す。

「まさか洗濯機の前でプロポーズするとは思わなかったけれど、もう今しかないと思って」

　そして苦笑いのまま、リングケースを開けると、そこには私好みのシンプルなデザインの一粒ダイヤの指輪があった。

「一生幸せにします。俺と結婚して」

　修哉は照れ臭そうにしながらも、しっかりと思いを伝えてくれた。そして、リングケースを持っていない方の手で私の頬を拭う。

　知らない間に涙を流しているほど嬉しくて溜まらない私。

　ぐすっと鼻をすすって私の頬を撫でてくれている彼の手を取った。

「うん……。私も、修哉と幸せになりたい。私と……結婚してください」

「ハハッ。返事が逆プロポーズか。最高」

　嬉々として、修哉が思い切り私を抱きしめる。

「……高校の卒業式のリベンジ、成功だ」

「えっ？」

「んっ？　独り言。これからもずっと一緒にいような、里穂」

　左手の薬指に指輪を嵌めながら、修哉は弾んだ声で愛の言葉をくれる。私はずっと恋焦がれていた幼馴染と永遠の愛を誓えて、今、最高に幸せだ。

　これで本当に幼馴染は卒業。私は叶うはずがないと思っていた夢を叶えた。修哉が私を好きになってくれたから……。

　これからもこの幸せがずっと続きますように。そう祈りながら、愛しい彼を思い切り抱きしめた。
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「んっ……はあ……」

「里穂……こっち向いて」

　シャワーの水しぶきを浴びながら愛しい彼、修哉に後ろから抱きしめられてぴったりと密着している私達。

　多忙な業務が終わり、二人とも明日は休みだからゆっくりお風呂に入って身体を労わろうと思っていたのに、いつのまにか修哉に後ろから襲われ、身体を弄られている。

　首筋に手を添えられ、修哉の方を振り向くと咥内に舌が入ってきた。すぐに私の舌に絡み、貪るように咥内で暴れる。

「んっ、ふう……」

　キスが激しくてうまく息ができない。首に添えられていた手は鎖骨をなぞって下に降りていき、右胸の膨らみをなぞると先端を指先で押し付けられた。

「あんっ！」

　私の声を聞いて唇を離し、嬉々とした修哉は、人差し指と親指で突先を摘まむ。そして左右にくりくりと動かして、喘ぐ私の様子を楽しんでいる。

「んあ、あんっ！　もっ……」

　弄られるたびにびりびりと微弱な電流が身体に走る。さらに反対の胸は指先で先端をカリッと引っかかれ、同時に襲ってくる快感に腰が浮いてしまう。

「やあっ！　修、哉……」

「ははっ、気持ちよさそう。同時に責められるの、好きだよな」

　そう言うと、右胸の先端を弄っている指の動きを速め、左胸の突先を爪の先で何度も弾かれる。それがずっと続くと下腹部の奥が疼き、立っていられなくなるほどの震えがやってきて、自力で立つ力もなくなっていく。

「……里穂のここ、もうぬるぬるしてる」

　腰が浮いて修哉の下半身に押し付けるような体勢になっているから、彼のものがぬるっと私のお尻から秘部へと滑ってきて、愛液がたっぷりと滴っている場所に当てられた、

　僅かな刺激でも敏感に反応するそこに彼の熱くて昂っているものが当たり、私の身体はビクン！　と跳ねた。

「あっ！」

「いい反応……。最高にかわいい」

　うなじに唇を当てながら、修哉が満足そうに言う。そして両胸を弄っていた手を腰に当ててしっかりと掴むと、彼自身がそのまま私の秘部の中にゆっくりと侵入してきた。

「あああっ！」

「はっ……。一瞬で入った……。里穂、感じすぎ」

「やっ、だってぇ……」

「もう、今日もこのままするよ……」

「うん、きて……」

「ここに、しっかり届くように頑張るから」

　修哉がここ、と言ったのは私の下腹部だ。修哉との結婚生活はもう一年以上経っていて、その間、避妊具はなしでずっと身体を重ねている。

　だけど、私の身体に命が宿ることは今まで一度もなかった。

　私と修哉は恋人同士になってから半年経った日に、籍を入れて晴れて夫婦になった。

　周囲に報告した時、恋人同士になって半年で入籍なんて早すぎるって思われたかもしれないけれど、お互い物心ついた時から一緒にいるせいか、恋人同士の時間がもったいなくて、恋人になった時から結婚を意識した話し合いをたくさんした。

　だから、私と修哉は決して早いという感覚はなくて、お互いが望んだ時に結婚ができたと感じている。

　そして、親も相手が修哉ということもあり、驚きはされたけれど反対は一切なく、それどころか「うちの子をこれからもお願いね」と母親からお願いされ、それからはとんとん拍子に結婚に向けての準備は進んだ。

　挙式は親族だけを呼び、披露宴はせず知り合いたちを呼んだカジュアルなパーティーを開いた。そこには佐伯さんを始め、修哉の大学時代の友人たちや同窓会で再会した人たち、そして五光進学マーケットの社員など、たくさんの人を呼んで楽しいパーティーの時間を過ごした。

　幸せな時間を過ごしていると心から実感している。順風満帆な新婚生活に五光進学マーケットの名前はさらに大きくなっていて、社員も増えて事務所が手狭になってきたから、新しい事務所を建てようかと計画をしているくらいだ。

　そんな激務の間でも修哉は私との時間を大事にしてくれ、こうして時間がある時は全て私に充ててくれる。

　夫としても経営者としても、最高に頼もしくてかっこいい人だ。

　そんな彼と家族を作りたい。子どもを産みたいと思うのは自然のことだと思う。

　だから、お願い。今度こそ私のもとにやってきて……！

「んんっ、あっああっ！」

　ガツガツと穿つように修哉は腰を打ちつけてくる。浴室に肌同士がぶつかる音が響き、それが行為の激しさを物語っている。

　修哉がシャワーを止め、浴室には私の嬌声と卑猥な水音だけが響く。彼の熱い塊で中を何度も貫かれ、私は何度も高みへと昇り詰められる。

「いっ、ああ、ひぁ、ああ！」

「くっ、ふっ……」

　修哉の堪えきれない声が聞こえてきて、それが余計に私を欲情させる。何度身体を重ねても、私で興奮してくれることが嬉しいんだ。

「はっ、あっ、あっ……」

「里穂、里穂……」

　腰を激しく何度も打ち付け、私の中にピッタリとあてはまる彼の熱い塊が膣内の私の気持ちのいい場所を何度も攻め続けてきて、足にうまく力が入らない。

　私が気持ちのよくなる場所を拗ねて熟知している修哉は、自身を抜き差ししながら茂みの中にある、秘部の上の小さな粒を右手の人差し指で小刻みに刺激を与えてくる。

　そして左手は私の左胸の突先を爪の先で何度もはじく。上からも下からも与えられる大きな快感に、気持ちよすぎて何も考えられなくなる。

「んんんっ！　そこ、だめぇ……」

「気持ちいい？　さっきから……里穂の中、めちゃくちゃ締め付けてくるから、気が抜けないんだけど」

　熱い吐息をこぼし、腰を振る振動と共に修哉は私に耳打ちをしてくる。掠れたその声が色っぽくて、ぞくぞくとした快感が止まらない。

「だって……修哉が……」

「俺が、何？」

　修哉はさらに腰に力を入れ、スピードを上げて私の身体に自身を刻み込んでくる。熱く硬くて長い彼のものが私のもっとも深いところまで届く。

　もうこの感覚を何度も味わっているはずなのに、いくら経験しても身体中に駆け巡る快感と強烈な圧迫感に、身をよじらせてしまう。

「もう……だめ……」

　一ミリも隙間がない結合部からは愛液が滴り、私がどれだけ感じているのかを物語っているみたいだ。修哉は体重をかけて、さらに腰を押し進めようとしてくる。

「里穂……今度、こそ」

　気持ちよさにうっとりしていると、修哉の独り言と思うくらいの小さな声が聞こえてきた。修哉も望んでいるんだ。私と自分の子どもが私の中に宿ることを。

「うん、うん……」

　私の左胸にある彼の手を握り、神経全てを彼と繋がっているところに集中させた。何度も彼に快感を植え付けられ、彼を締め付ける。離れないように、離さないように。

「くう……」

「ああっ！」

　最奥に熱い迸りがかかり、大量の白濁が流し込まれる。どうか、もう私の中で消えずに芽吹いてほしい。今度こそ、お願い。

　彼と手を繋ぎ、目を合わせ深いキスを交わした。





＊＊＊＊＊






　それから一か月が経った。相変わらず私たちは仕事に精を出してしたけれど、どうも最近、私の身体は気だるく、胃も痛い気がする。

「疲れているのかな……」

　修哉より先に家に帰っていた私は、何もやる気が起きずソファで倒れるように横になっていた。

　そしてぼうっと体調不良の原因を考える。いつもの生理前の嫌な前兆かも。あれ、そういえば今月ってまだ来てない？

「まさか……いや、でも……」

　期待と動揺でいてもたってもいられなくなり、勢いで起き上がると、お守り替わりに購入していた検査薬を洗面台の引き出しから取り出した。

　今まで何度も使って、がっかりした記憶しかない妊娠検査薬だ。もしかしたら、今回もがっかりするかもしれない。だけど、もしかしたらって期待の方が今は大きい。

　そんな時「ただいまー」と仕事から帰って来た修哉の声が聞こえてきた。

「里穂？　いないの？」

「ちょっと待ってて！」

「えっ、うわ」

　脱衣所から出た私は、一目散にトイレに向かう。私の様子を見て修哉はびっくりしただろう。でも、何も言わず、待っててくれたことはありがたかった。

　そして、慣れた手つきで検査薬を使う。この時間の後、天国が待っているのか地獄が待っているのか、想像するだけで胸が苦しくなる。

　そして十分後、恐々検査薬を見ると、そこには線がくっきりと一本あった！

「あっ、修哉……！」

「何、どうした？」

　修哉の声がすぐにトイレの外から聞こえてきたから、ずっとここで待っていてくれたんだろう。私はすぐにトイレのドアを開け、検査薬を彼に見せた。

「見て、これ！」

「えっ」

「線が！　一本出てる！　陽性のところに！」

　検査薬を見て、目を丸くしている修哉。そしてその目はだんだんと潤んだ瞳に変わり、私の手首をギュッと掴んだ。

「本当に……。間違いじゃないよな！」

「そう！　私、妊娠したの！　赤ちゃんができたんだよ！」

　喜びが爆発して修哉に抱き着いてしまう。そして修哉も私を思い切り強く抱きしめ、そのまま抱き上げた。

「あっ、でも、ちゃんとわかるのは病院に行って診てもらってからになるけど……多分間違いないと思う」

「この事実だけで十分だ。ありがとう……里穂、ありがとう！」

「私も嬉しい。やっと修哉との子どもができたんだ」

　彼の首に腕を回して、彼の髪にぐりぐりと顔を押し付ける。喜びと嬉しさと幸せで感情がどうにかなりそうだ。

　そんな私に、修哉の落ち着いた声が届く。

「これからもっと幸せにするよ、里穂も子どものことも。俺が、人生をかけて守ってみせる」

　とても真剣な眼差しで、修哉は私を見つめ思いのこもった言葉を贈ってくれる。嬉しくてたまらなかった私は、泣き笑いをしながら口を開いた。

「大げさだよ、修哉」

「それくらい嬉しいってことだし、大切なことなんだ。ありがとう、里穂。本当にありがとう」

　何度も感謝の言葉を贈ってくれる修哉となら、絶対に幸せな家庭を築けていけるだろう。大切な幼馴染で、大事な愛しい人で、私の最初の恋の相手で最後の旦那様。

　そんな存在である彼の頬にキスをして、満面の笑みで私も感謝の言葉を贈った。

　幸せになろうねと約束の言葉と一緒に。





終









あとがき








　ここまで読んでくださり、ありがとうございました。秋あき花はないずみです。

　お久しぶりの方はご無沙汰しておりました。初めての方は初めまして。数ある作品の中から私のお話を選んでいただき、本当にありがとうございました！

　楽しんでもらえたでしょうか？　少しでも読者様の暇つぶしになりましたら、幸いでございます。

　今回は私の大好きな幼馴染ものでございます。何回も幼馴染のお話は書いておりますが、やはり何度書いてもいいなあと思えるテーマが幼馴染です。

　今回の二人も、幼馴染であることから一歩踏み出せず、じれったい展開が続きました。しかも上司と部下という、近くて遠い、そんな関係にもなってしまい、さらに拗らせてしまいした。

　だから甘い展開になかなかならなかったので、読んでいる皆様はやきもきしてしまったのではないでしょうか……。

　もしそうでしたら申し訳ございません。でも、番外編も書かせていただき、少しは甘さが補充できたかなと思っております。

　また、どこでもいいのでお話の感想をいただけたら、舞い上がって喜びますので、お気軽に感想をいただけたら……嬉しいです！

　最後に今作に関わっていただきました関係者さま、担当さま、校閲さま、イラストレーター様、本当にありがとうございました。おかげさまで今作も無事出すことができました。

　また次回作がありましたら、ぜひ読みに来ていただけたら嬉しいです。本当にありがとうございました。






秋花　いずみ
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